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(57)【要約】
【課題】冷凍用にも使用可能な物品収容ケースであって 
、容易に折り畳み可能なものを提供する。
【解決手段】基本状態においては、内ケース体１０が直 
方体状をなす内ケース基本状態にあり、外ケース体３０ 
も直方体状をなす外ケース基本状態にあるとともに、蓋 
体２６０が蓋体基本状態にある。折り畳み状態において 
は、内ケース体１０が内ケース折り畳み状態にあり、外 
ケース体３０が外ケース略折り畳み状態にあるとともに 
、蓋体２６０が蓋体両縁結合折り曲げ状態にある。内ケ 
ース体１０が内ケース基本状態から内ケース折り畳み状 
態に変相されることによって、蓋体２６０も蓋体基本状 
態から蓋体両縁結合折り曲げ状態に変相し、外ケース体 
も外ケース基本状態から略折り畳み状態に変相し、この 
物品収容ケースが基本状態から折り畳み状態に変相する 
。
【選択図】  図９Ｂ

審査請求　未請求　請求項の数　13　　ＯＬ　（全42頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 体 に 収 容 さ れ た 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 内 ケ ー ス 体 は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 と 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 と 、 一 対 の 内 ケ ー ス  
第 ２ 側 板 部 と を 有 し 、
　 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 と も に 一 対 の 底 板 第 １ 辺 及 び 底 板 第 ２ 辺 を 有 す る 矩 形 状 を な し  
、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割  
底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て  
下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、
　 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 は 、 自 身 の 下 縁 部 に お い て 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の 前 記  
一 対 の 第 １ 辺 に 対 し て 相 互 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ て お り 、
　 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の 前 記 一 対 の 第 ２ 辺 に 対 応 す る  
も の で あ り 、 自 身 の 下 縁 部 に お い て 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の 当 該 第 ２ 辺 に 対 し て 結 合 さ れ て  
お ら ず 、
　 自 身 の 各 側 縁 部 に お い て 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 の 各 側 縁 部 に 対 し て 相 互 に 揺 動  
可 能 に 結 合 さ れ て お り 、
　 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 側 板 部 を  
有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に  
凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、
　 前 記 内 ケ ー ス 体 は 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 離 隔 し た 離 隔 状 態 に あ り 、  
前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 基 本 状 態 に あ り 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記  
第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 に あ る 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に  
近 傍 し た 近 接 状 態 に あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に あ り 、 前 記 一  
対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に あ る 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 と の  
間 を 変 相 可 能 で あ り 、
　 前 記 外 ケ ー ス 体 は 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の  
前 記 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 の 間 の 変 相 を 妨 げ ず に 、 前 記 内 ケ ー ス  
体 の 当 該 変 相 に 伴 っ て 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に 対 応 す る 外 ケ ー ス 基 本 状 態  
と 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に 対 応 す る 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る  
、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 底 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割  
さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 で あ り 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い  
て 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 底 板 部 が ほ ぼ 鉛 直 に  
延 び る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 側 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 側 板 部 で あ り 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 第 ２ 側 板  
部 折 り 曲 げ 線 に お い て 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両  
分 割 側 板 部 が 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ  
ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 さ ら に 蓋 体 を 有 し 、
　 前 記 蓋 体 は 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 、 及 び 、 前 記 一 対  
の 底 板 第 ２ 辺 と 平 行 に 延 び る 一 対 の 蓋 体 第 ２ 辺 を 有 す る 矩 形 状 の 蓋 体 本 体 部 を 有 し 、
　 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 に お い て 前 記 外 ケ ー ス 体 又 は 前 記 内 ケ ー ス 体  
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の 上 縁 部 に 対 し て 揺 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 蓋  
体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸  
状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、
　 前 記 内 ケ ー ス 基 本 状 態 は 、 さ ら に 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 基 本 状 態 で あ り 、 前 記 内  
ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 は 、 さ ら に 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 で あ る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 蓋 体 は 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一  
対 の 分 割 蓋 体 で あ り 、 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 上 方 に 山 折 り 状 に 折 り  
曲 げ ら れ た も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 蓋 体 は 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 複 数 の 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ  
た 一 対 の 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 及 び 中 央 側 分 割 蓋 体 で あ り 、 前 記 一 対 の 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 は 前  
記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 を 含 む も の で あ り 、 前 記 中 央 側 分 割 蓋 体 は 前 記 一 対 の 両 第 １ 辺 側 分 割  
蓋 体 の 間 に 位 置 す る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 外 ケ ー ス 体 は 、 外 ケ ー ス 底 部 と 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 と 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２  
側 部 と 、 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 と を 有 し 、
　 前 記 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 に 対 応 し 、
　 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に 対  
応 し 、
　 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 に 対  
応 し 、
　 前 記 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と 前 記 底 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と を 連 結 し 、  
前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 基 本 状 態 か ら 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変 相 し よ う と す  
る の に 伴 っ て 鉛 直 下 方 成 分 を 有 す る 方 向 に 向 か お う と す る 当 該 内 ケ ー ス 底 板 部 の 前 記 一 対  
の 分 割 底 板 部 が 前 記 外 ケ ー ス 底 部 を 下 方 に 押 圧 す る こ と に 基 づ い て 下 方 に 引 っ 張 ら れ る こ  
と に よ っ て 、 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と の 間 に お い て 鉛 直 方 向 成  
分 を 有 す る 方 向 に 延 び て 当 該 外 ケ ー ス 体 を 下 方 に 伸 ば し 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板  
部 基 本 状 態 か ら 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変 相 す る こ と を 許 容 す る も の で あ る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 を 形 成 す る シ ー ト に よ っ て 当 該 外 ケ ー  
ス 底 部 と 一 連 に 形 成 さ れ る 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 、 前 記 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 を 形 成 す る  
シ ー ト に よ っ て 当 該 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 一 連 に 形 成 さ れ る 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と  
が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と の 境 界 部 分 を 自 身 の 基 縁 部 と し て 、 自  
身 の 先 端 部 に 向 か っ て 延 び て お り 、
　 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 に 対 応 し て 、 前 記 外 ケ ー ス 第  
２ 側 部 と の 境 界 部 分 を 自 身 の 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に 向 か っ て 延 び て お り 、
　 前 記 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と 前 記 第 ２ 側 部 側  
補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る 、
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　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と の 境 界 部 分 を 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先  
端 部 に 向 か う に つ れ て 徐 々 に 幅 が 狭 く な る 形 状 を し て お り 、
　 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 に 対 応 し て 、 前 記 外 ケ ー ス 第  
２ 側 部 と の 境 界 部 分 を 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に 向 か う に つ れ て 徐 々 に 幅 が 狭 く な る  
形 状 を し て い る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 折 り 畳 み 補 助 部 に お い て は 、 さ ら に 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 中 央 近 傍 と 前 記 第  
２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の 中 央 近 傍 と が 結 合 さ れ て 結 合 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 内 ケ ー ス 体 が が 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に な っ た 状 態 で 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成  
部 の う ち 前 記 結 合 部 よ り も 基 縁 部 の 側 の 部 分 及 び 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の う ち の 前  
記 結 合 部 よ り も 基 縁 部 の 側 の 部 分 は 、 前 記 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 連 続 的 に ほ ぼ 鉛 直 状 態 と な  
る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 各 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 当 該 物 品 収 容 ケ ー ス が 前 記 基 本 状 態 に あ る 状 態 で 、 前 記 各 外  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る も の で あ る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 外 ケ ー ス 体 に は 、 当 該 物 品 収 容 ケ ー ス が 前 記 折 り 畳 み 状 態 に あ る 状 態 で 、 前 記 一 対  
の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 同 士 を 離 隔 不 能 に 着 脱 可 能 に 連 結 す る ベ ル ト が 設 け ら れ て い る 、
　 物 品 収 容 ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 物 品 が 収 容 さ れ る ケ ー ス に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 各 種 の 物 品 を 輸 送 等 す る た め に 、 ケ ー ス （ 容 器 ， 箱 ） が 使 用 さ れ る 場 合 が 多 い 。
　 保 冷 状 態 ・ 保 温 状 態 を 維 持 し つ つ 搬 送 す る た め に は 、 断 熱 効 果 を 有 す る ケ ー ス が 使 用 さ  
れ る 。
　 冷 蔵 用 の 場 合 は 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 な 場 合 と 比 較 し て 、 あ ま り 大 き な 断 熱 効 果 を 有 し  
て い な く て も 足 り る 。 し か し な が ら 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 な も の に す る に は 、 大 き な 断 熱  
効 果 を 有 す る 必 要 が あ る 。
　 こ の た め 、 冷 蔵 用 の 小 さ な 断 熱 効 果 を 有 す る ケ ー ス は 、 そ の 外 郭 部 分 （ 底 部 ， ２ 対 の 側  
壁 部 ， 蓋 部 ） が シ ー ト 状 （ 薄 肉 ） の も の に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 冷 凍 用 に も 使 用  
可 能 な 大 き な 断 熱 効 果 を 有 す る ケ ー ス は 、 そ の 外 郭 部 分 が 厚 板 状 （ 厚 肉 ） の も の に よ っ て  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 省 ス ペ ー ス の 観 点 か ら 、 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 物 品 を 収 容 し て い な い 状 態 （ す  
な わ ち 、 空 （ か ら ） の 状 態 ） に お い て は 、 小 さ く な っ て い る こ と が 望 ま し い 。
　 そ こ で 、 折 り 畳 み 可 能 な 物 品 収 容 ケ ー ス が 開 発 さ れ て い る 。 そ の 一 例 が 特 許 文 献 １ に 開  
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 上 記 の も の は 、 折 り 畳 み 作 業 及 び そ の 逆 の 復 元 作 業 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 し か し  
な が ら 、 冷 蔵 用 の も の で あ り 、 シ ー ト 状 の も の に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 肉 厚 を あ ま  
り 考 慮 せ ず に 製 造 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 で 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 な 物 品 収 容 ケ ー ス に つ い て は 、 前 述 し た よ う に 厚 板 状 の も  
の に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 折 り 畳 み 可 能 な も の は 存 在 し て い る が 、 折 り 畳 み 作 業 及  
び そ の 逆 の 復 元 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る も の は 存 在 し て い な か っ た 。
　 す な わ ち 、 外 郭 部 分 の 肉 厚 を 考 慮 す る と 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の を そ の ま ま 冷 凍 用 に  
も 使 用 可 能 な 物 品 収 容 ケ ー ス に 応 用 す る の は 不 可 能 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ８ ８ ８ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 な 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 容 易 に 折 り 畳 み 可 能 な も の  
を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 内 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 体 に 収 容 さ れ た 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て  
、 前 記 内 ケ ー ス 体 は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 と 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 と 、 一 対 の 内 ケ ー ス  
第 ２ 側 板 部 と を 有 し 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 と も に 一 対 の 底 板 第 １ 辺 及 び 底 板 第 ２ 辺 を  
有 す る 矩 形 状 を な し 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分  
割 さ れ た 複 数 の 分 割 底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と 、 前 記 底 板 部  
折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で  
あ り 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 は 、 自 身 の 下 縁 部 に お い て 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の  
前 記 一 対 の 第 １ 辺 に 対 し て 相 互 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ て お り 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側  
板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の 前 記 一 対 の 第 ２ 辺 に 対 応 す る も の で あ り 、 自 身 の 下 縁 部 に  
お い て 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 の 当 該 第 ２ 辺 に 対 し て 結 合 さ れ て お ら ず 、 自 身 の 各 側 縁 部 に お  
い て 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 の 各 側 縁 部 に 対 し て 相 互 に 揺 動 可 能 に 結 合 さ れ て お り  
、 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 側 板 部 を  
有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に  
凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 体  
は 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 離 隔 し た 離 隔 状 態 に あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板  
部 が 前 記 底 板 部 基 本 状 態 に あ り 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 基 本 状  
態 に あ る 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 近 傍 し た 近 接 状 態  
に あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に あ り 、 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２  
側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に あ る 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ  
り 、 前 記 外 ケ ー ス 体 は 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 ケ ー ス 体  
の 前 記 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 の 間 の 変 相 を 妨 げ ず に 、 前 記 内 ケ ー  
ス 体 の 当 該 変 相 に 伴 っ て 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に 対 応 す る 外 ケ ー ス 基 本 状  
態 と 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に 対 応 す る 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ  
る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 「 矩 形 状 」 は 、 広 義 の 「 長 方 形 状 」 を 意 味 す る も の で あ り 、 「 正 方 形 状 」 を 含 む 概 念 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ 可 能  
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で あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 は 、 自 身 の 下 縁 部 に お い て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 の 一 対 の  
第 １ 辺 に 対 し て 相 互 に 揺 動 可 能 で あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 自 身 の 下 縁 部 に お  
い て 内 ケ ー ス 底 板 部 の 第 ２ 辺 に 対 し て 結 合 さ れ て お ら ず 、 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て  
内 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ 可 能 で あ り 、 自 身 の 各 側 縁 部 に お い て 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 の  
各 側 縁 部 に 対 し て 相 互 に 揺 動 可 能 で あ る 。
　 そ し て 、 内 ケ ー ス 体 は 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 離 隔 状 態 に あ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板  
部 が 底 板 部 基 本 状 態 （ 水 平 な 一 平 板 状 を な す 状 態 ） に あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が  
第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 （ 一 平 板 状 を な す 状 態 ） に あ る 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 、 当 該 一 対 の 内 ケ  
ー ス 第 １ 側 板 部 が 近 接 状 態 に あ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 （ 底 板 部 折 り  
曲 げ 線 に お い て 下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 ） に あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が  
第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 状  
態 ） に あ る 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 外 ケ ー ス 体 は 、 内 ケ ー ス 体 の 外 側 に 位 置 し 、 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 内  
ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 の 間 の 変 相 を 妨 げ ず に 、 内 ケ ー ス 体 の 変 相 に 伴 っ て 、 外 ケ ー ス 基 本 状  
態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に 対 応 す る 状 態 ） と 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状  
態 に 対 応 す る 状 態 ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 必 要 に 応 じ て 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 を 操 作 し  
つ つ 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に つ い て 離 隔 状 態 と 近 接 状 態 と の 間 を 変 相 さ せ る こ と に  
よ っ て 、 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 体 が 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に あ り 、 外 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 基 本 状  
態 に あ る 状 態 ） と 、 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 体 が 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に あ り 、 外 ケ ー ス  
体 が 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 に あ る 状 態 ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 こ の た め 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 内 ケ ー ス 体 を 構 成 す る 要 素 （ 内 ケ ー ス 底 板 部 ， 内  
ケ ー ス 第 １ 側 板 部 ， 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 ） が 断 熱 性 を 有 す る 厚 肉 の 板 状 で あ っ て も 、 容 易  
に 、 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 さ せ る こ と が で き る の で あ る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 で あ っ て 、 容 易 に 折 り 畳 み 可 能  
な も の と な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ の 態 様 を 限 定 し た 第 １ の 限 定 態 様 と し て 、 以 下 の も の が あ る 。
「 第 １ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 底 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割  
さ れ た 一 対 の 分 割 底 板 部 で あ り 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お  
い て 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス  
。 」
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 １ の 態 様 に お け る
「 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線  
に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と 、  
前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を  
変 相 可 能 で あ り 、 」 が
「 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線  
に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と  
、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と  
の 間 を 変 相 可 能 で あ る 」
　 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 限 定 態 様 で は 、 分 割 底 板 部 が 一 対 （ ２ 枚 ） の た め 、 ３ 枚 以 上 の 場 合 よ り も 構 造 が 簡  
略 な も の と な る 。
　 こ れ を さ ら に 限 定 し た も の が 第 ２ の 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 態 様 又 は そ の 第 １ の 限 定 態 様 を 限 定 し た 第 ２ の 限 定 態 様 と し て 、 以 下 の も の が あ  
る 。
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「 第 １ の 態 様 又 は そ の 第 １ の 限 定 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 分 割 側 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 側 板 部 で あ り 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 第 ２ 側 板  
部 折 り 曲 げ 線 に お い て 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た も の で  
あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス 。 」
　 す な わ ち 、 第 １ の 態 様 又 は そ の 第 １ の 限 定 態 様 に お け る
「 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 … … 、 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ  
線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 側 板 部 を 有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と 、  
前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態  
と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、 」 が
「 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 … … 、 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ  
線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 側 板 部 を 有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と  
、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 第 ２ 側 板 部 折 り 曲  
げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 」 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 限 定 態 様 で は 、 分 割 側 板 部 が 一 対 （ ２ 枚 ） の た め 、 ３ 枚 以 上 の 場 合 よ り も 構 造 が 簡  
略 な も の と な る 。
　 こ れ を さ ら に 限 定 し た も の が 第 ３ の 態 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 複 数 の 分 割 底 板 部  
は 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 で  
あ り 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が  
下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 底 板 部 が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る も の で あ る 、 物 品  
収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 １ の 態 様 に お け る
「 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線  
に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と 、  
前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を  
変 相 可 能 で あ り 、 」 が
「 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 線  
に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 底 板 部 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 底 板 部 基 本 状 態 と  
、 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 底 板 部 が ほ  
ぼ 鉛 直 に 延 び る 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、 」
　 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 態 様 で は 、 分 割 底 板 部 が 一 対 （ ２ 枚 ） の た め 、 ３ 枚 以 上 の 場 合 よ り も 構 造 が 簡 略 な  
も の と な る と と も に 、 両 分 割 底 板 部 が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る も の で あ る た め 、 両 分 割 底 板 部 が  
ほ ぼ 重 な る こ と と な り 、 そ う で な い 場 合 よ り も 、 折 り 畳 み 状 態 の 物 品 収 容 ケ ー ス が 、 そ の  
分 薄 肉 に な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 複 数 の 分  
割 側 板 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た  
一 対 の 分 割 側 板 部 で あ り 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に  
お い て 前 記 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 側 板 部 が 前  
記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 態 様 に お け る
「 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 … … 、 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ  
線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 側 板 部 を 有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と 、  
前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態  
と の 間 を 変 相 可 能 で あ り 、 」 が
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「 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 は 、 … … 、 自 身 の 高 さ 方 向 に 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ  
線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 側 板 部 を 有 し 、 一 平 板 状 を な す 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 と  
、 前 記 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 側 板 部  
が 前 記 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変  
相 可 能 で あ る 」 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 態 様 で は 、 分 割 側 板 部 が 一 対 （ ２ 枚 ） の た め 、 ３ 枚 以 上 の 場 合 よ り も 構 造 が 簡 略 な  
も の と な る と と も に 、 両 分 割 側 板 部 が 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る も の  
で あ る た め 、 両 分 割 側 板 部 が ほ ぼ 重 な る こ と と な り 、 そ う で な い 場 合 よ り も 、 折 り 畳 み 状  
態 の 物 品 収 容 ケ ー ス が 、 そ の 分 薄 肉 に な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 態 様 は 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 さ ら  
に 蓋 体 を 有 し 、 前 記 蓋 体 は 、 前 記 一 対 の 底 板 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 、 及  
び 、 前 記 一 対 の 底 板 第 ２ 辺 と 平 行 に 延 び る 一 対 の 蓋 体 第 ２ 辺 を 有 す る 矩 形 状 の 蓋 体 本 体 部  
を 有 し 、 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 に お い て 前 記 外 ケ ー ス 体 又 は 前 記 内 ケ  
ー ス 体 の 上 縁 部 に 対 し て 揺 動 可 能 で あ り 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り  
曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と  
、 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変  
相 可 能 で あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 基 本 状 態 は 、 さ ら に 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 基 本 状 態 で  
あ り 、 前 記 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 は 、 さ ら に 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 で  
あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 蓋 体 本 体 部 は 、 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 に お い て 外 ケ ー ス 体 又 は 内 ケ ー ス 体 の 上 縁 部 に 対 し て  
揺 動 可 能 で あ り 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に お い て 上  
方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 内 ケ ー ス 体 は 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 離 隔 状 態 に あ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板 部  
が 底 板 部 基 本 状 態 （ 水 平 な 一 平 板 状 を な す 状 態 ） に あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 第  
２ 側 板 部 基 本 状 態 （ 一 平 板 状 を な す 状 態 ） に あ る と と も に 、 蓋 体 本 体 部 が 蓋 体 基 本 状 態 （  
水 平 な 一 平 板 状 を な す 状 態 ） に あ る 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 、 当 該 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部  
が 近 接 状 態 に あ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 （ 底 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て  
下 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 ） に あ り 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 が 第 ２ 側 板 部 折 り  
曲 げ 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 に お い て 内 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 ） に あ る と と  
も に 、 蓋 体 本 体 部 が 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 （ 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら  
れ た 状 態 ） に あ る 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 外 ケ ー ス 体 は 、 内 ケ ー ス 体 の 外 側 に 位 置 し 、 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 内  
ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 の 間 の 変 相 を 妨 げ ず に 、 内 ケ ー ス 体 の 変 相 に 伴 っ て 、 外 ケ ー ス 基 本 状  
態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に 対 応 す る 状 態 ） と 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状  
態 に 対 応 す る 状 態 ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 必 要 に 応 じ て 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 を 操 作 し  
つ つ 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 に つ い て 離 隔 状 態 と 近 接 状 態 と の 間 を 変 相 さ せ る こ と に  
よ っ て 、 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 体 が 内 ケ ー ス 基 本 状 態 に あ り 、 外 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 基 本 状  
態 に あ る と と も に 、 蓋 体 本 体 部 が 蓋 体 基 本 状 態 に あ る 状 態 ） と 、 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス  
体 が 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に あ り 、 外 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 に あ る と と も に  
、 蓋 体 本 体 部 が 折 り 曲 げ 状 態 に あ る 状 態 ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 こ の た め 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 内 ケ ー ス 体 を 構 成 す る 要 素 （ 内 ケ ー ス 底 板 部 ， 内  
ケ ー ス 第 １ 側 板 部 ， 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 ） 及 び 蓋 体 本 体 部 が 断 熱 性 を 有 す る 厚 肉 の 板 状 で  
あ っ て も 、 容 易 に 、 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 さ せ る こ と が で き る の で あ る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 冷 凍 用 に も 使 用 可 能 で あ っ て 、 容 易 に 折 り 畳 み 可 能  
な も の と な る の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 態 様 は 、 第 ４ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 複 数 の 分 割 蓋 体 は  
、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 で あ り 、 前  
記 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 上 方 に 山 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た も の で あ る 、  
物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 ４ の 態 様 に お け る
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体 折  
り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る  
」 が
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体  
折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 山 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能  
で あ る 」 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 態 様 で は 、 分 割 底 板 部 が 一 対 （ ２ 枚 ） の た め 、 ３ 枚 以 上 の 場 合 よ り も 構 造 が 簡 略 な  
も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ５ の 態 様 を 限 定 し た 限 定 態 様 と し て 、 以 下 の も の が あ る 。
「 第 ５ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 は 、 前 記 両 分 割 蓋 体 が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ  
ー ス 。 」
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 ４ の 態 様 に お け る
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体 折  
り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る  
」 が
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体  
折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 山 折 り 状 に 折 り 曲 げ ら れ て 前 記 両 分 割 蓋 体 が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る  
蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 」 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 限 定 態 様 で は 、 両 分 割 蓋 体 が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る も の で あ る た め 、 両 分 割 蓋 体 が ほ ぼ  
重 な る こ と と な り 、 そ う で な い 場 合 よ り も 、 折 り 畳 み 状 態 の 物 品 収 容 ケ ー ス が 、 そ の 分 薄  
肉 に な り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 態 様 は 、 第 ４ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 複 数 の 分 割 蓋 体 は  
、 前 記 蓋 体 本 体 部 が 複 数 の 前 記 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 一 対 の 第 １ 辺 側 分 割 蓋  
体 及 び 中 央 側 分 割 蓋 体 で あ り 、 前 記 一 対 の 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 は 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 を 含  
む も の で あ り 、 前 記 中 央 側 分 割 蓋 体 は 前 記 一 対 の 両 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 の 間 に 位 置 す る も の  
で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 こ れ は 、 第 ４ の 態 様 に お け る
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 … … 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 分 割 さ れ た 複 数 の 分 割 蓋 体 を 有 し 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記 蓋 体 折  
り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能 で あ る  
」 が
「 前 記 蓋 体 本 体 部 は 、 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 と 平 行 に 延 び る 複 数 の 蓋 体 折 り 曲 げ 線 に 沿 っ  
て 分 割 さ れ た 一 対 の 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 及 び 中 央 側 分 割 蓋 体 を 有 し 、 前 記 一 対 の 第 １ 辺 側 分  
割 蓋 体 は 前 記 一 対 の 蓋 体 第 １ 辺 を 含 む も の で あ り 、 前 記 中 央 側 分 割 蓋 体 は 前 記 一 対 の 両 第  
１ 辺 側 分 割 蓋 体 の 間 に 位 置 す る も の で あ り 、 水 平 な 一 平 板 状 を な す 蓋 体 基 本 状 態 と 、 前 記  
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蓋 体 折 り 曲 げ 線 に お い て 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 可 能  
で あ る 」 に 置 き 換 え ら れ た も の で あ る 。
　 こ の 態 様 は 、 分 割 底 板 部 が ３ 枚 又 は そ れ 以 上 の も の で あ り 、 二 分 割 に よ る ２ 枚 の 場 合 よ  
り も 、 蓋 体 折 り 曲 げ 状 態 の 蓋 体 本 体 部 の 高 さ が 低 く な り 得 る 。 こ う し て 、 折 り 畳 み 状 態 の  
物 品 収 容 ケ ー ス が 、 そ の 分 小 さ く な り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 態 様 は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記  
外 ケ ー ス 体 は 、 外 ケ ー ス 底 部 と 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 と 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と  
、 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 と を 有 し 、 前 記 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 内 ケ  
ー ス 底 板 部 に 対 応 し 、 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 一 対 の 内 ケ  
ー ス 第 １ 側 板 部 に 対 応 し 、 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 は 、 前 記 内 ケ ー ス 体 の 前 記 一 対 の  
内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 に 対 応 し 、 前 記 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と 前 記 底  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 と を 連 結 し 、 前 記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 基 本 状 態 か ら 前 記 底 板 部 折  
り 曲 げ 状 態 に 変 相 し よ う と す る の に 伴 っ て 鉛 直 下 方 成 分 を 有 す る 方 向 に 向 か お う と す る 当  
該 内 ケ ー ス 底 板 部 の 前 記 一 対 の 分 割 底 板 部 が 前 記 外 ケ ー ス 底 部 を 下 方 に 押 圧 す る こ と に 基  
づ い て 下 方 に 引 っ 張 ら れ る こ と に よ っ て 、 前 記 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 前 記 外 ケ ー ス 底  
部 と の 間 に お い て 鉛 直 方 向 成 分 を 有 す る 方 向 に 延 び て 当 該 外 ケ ー ス 体 を 下 方 に 伸 ば し 、 前  
記 内 ケ ー ス 底 板 部 が 前 記 底 板 部 基 本 状 態 か ら 前 記 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変 相 す る こ と を 許  
容 す る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用  
効 果 に 加 え て 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 外 ケ ー ス 体 の 外 ケ ー ス 底 部 ， 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ， 一 対  
の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 が 、 各 々 、 内 ケ ー ス 体 の 内 ケ ー ス 底 板 部 ， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部  
， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 に 対 応 し て い る が 、 そ れ だ け で は 、 外 ケ ー ス 体 は 、 内 ケ ー ス  
体 の 内 ケ ー ス 基 本 状 態 と 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 と の 間 の 変 相 に 追 従 し て 外 ケ ー ス 基 本 状 態  
と 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 す る こ と が で き な い 。
　 こ こ で 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 外 ケ ー ス 体 が 、 外 ケ ー ス 底 部 と 底 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と  
を 連 結 す る 折 り 畳 み 補 助 部 を 有 し て お り 、 次 の 作 用 を 奏 す る 。
　 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 基 本 状 態 か ら 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変 相 し よ う と す る の に 伴 っ  
て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 の 一 対 の 分 割 側 板 部 が 鉛 直 下 方 成 分 を 有 す る 方 向 に 向 か お う と す る と  
こ ろ 、 そ の 一 対 の 分 割 底 板 部 が 外 ケ ー ス 底 部 を 下 方 に 押 圧 す る こ と に 基 づ い て 、 折 り 畳 み  
補 助 部 は 下 方 に 引 っ 張 ら れ る こ と に よ っ て 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 外 ケ ー ス 底 部 と の  
間 に お い て 鉛 直 方 向 成 分 を 有 す る 方 向 に 延 び て 、 外 ケ ー ス 体 が 下 方 に 伸 び る 。
　 こ う し て 、 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 基 本 状 態 か ら 底 板 部 折 り 曲 げ 状  
態 に 変 相 す る こ と を 許 容 す る 。
　 こ の よ う に し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 内 ケ ー ス 体 が 内 ケ ー ス 基 本 状 態 か ら 内 ケ ー  
ス 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る の に 追 従 し て 、 外 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー ス 基 本 状 態 か ら 外 ケ ー ス 略  
折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の  
作 用 効 果 が よ り 具 体 的 に 得 ら れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 態 様 は 、 第 ７ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 一 対 の 折 り 畳 み 補  
助 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 を 形 成 す る シ ー ト に よ っ て 当 該 外 ケ ー ス 底 部 と 一 連 に 形 成 さ れ  
る 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 、 前 記 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 を 形 成 す る シ ー ト に よ っ て 当 該 各 外  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 一 連 に 形 成 さ れ る 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て  
い る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ７ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に 加 え て 、 次  
の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
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　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 が 、 外 ケ ー ス 底 部 を 形 成 す る シ ー ト に  
よ っ て 形 成 さ れ る 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 を 形 成 す る シ ー ト に よ っ  
て 形 成 さ れ る 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る た め 、 各 折 り 畳 み  
補 助 部 に お い て 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と の 相 対 的 位 置 関 係 が 変  
動 す る こ と に よ っ て 、 外 ケ ー ス 底 部 と 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と の 相 対 的 位 置 関 係 が 変 動 す る こ  
と と な る 。
　 こ の た め 、 前 述 の よ う に 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 基 本 状 態 か ら 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変  
相 し よ う と す る の に 伴 っ て 、 外 ケ ー ス 底 部 が 内 ケ ー ス 底 板 部 の 一 対 の 分 割 底 板 部 に よ っ て  
下 方 に 押 圧 さ れ 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 下 方 に 引 っ 張 ら れ 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 外 ケ ー ス 底 部 と  
一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と の 間 に お い て 鉛 直 方 向 成 分 を 有 す る 方 向 に 延 び る こ と が 可 能 と  
な り 、 外 ケ ー ス 体 が 下 方 に 伸 び る こ と が 可 能 と な る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ７ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 が よ り 具  
体 的 に 得 ら れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 態 様 は 、 第 ８ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成  
部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と の 境 界 部 分 を 自 身 の 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に 向 か っ て 延  
び て お り 、 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 に 対 応 し て 、 前 記 外  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 と の 境 界 部 分 を 自 身 の 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に 向 か っ て 延 び て お り  
、 前 記 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と 前 記 第 ２ 側 部 側  
補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る  
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 「 前 記 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と 前 記 第 ２ 側 部  
側 補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 部 分 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る 」 に は 、 「 前 記 折 り 畳  
み 補 助 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 基 縁 部 以 外 の 縁 部 と 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部  
の 基 縁 部 以 外 の 縁 部 と が 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て い る 」 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ８ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に 加 え て 、 次  
の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 に お い て は 、 自 身 の 基 縁 部 に お い て 底 部 側  
補 助 部 形 成 部 と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と は 結 合 さ れ て い な い 。
　 こ の た め 、 前 述 の よ う に 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 基 本 状 態 か ら 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変  
相 し よ う と す る の に 伴 っ て 、 外 ケ ー ス 底 部 が 内 ケ ー ス 底 板 部 の 一 対 の 分 割 底 板 部 に よ っ て  
下 方 に 押 圧 さ れ る こ と に 基 づ い て 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 下 方 に 引 っ 張 ら れ る こ と よ っ て 、 折  
り 畳 み 補 助 部 に お い て は 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と が 、 各 々 自 身  
の 基 縁 部 を 基 準 に 相 互 に 離 隔 し て い く こ と が 可 能 で あ る 。
　 こ う し て 、 折 り 畳 み 補 助 部 は 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 外 ケ ー ス 底 部 と の 間 に お い て 鉛  
直 方 向 成 分 を 有 す る 方 向 に 延 び る こ と が 可 能 と な り 、 外 ケ ー ス 体 が 下 方 に 伸 び る こ と が 可  
能 と な る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ８ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 が よ り 具  
体 的 に 得 ら れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 態 様 は 、 第 ９ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形  
成 部 は 、 前 記 外 ケ ー ス 底 部 と の 境 界 部 分 を 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に 向 か う に つ れ て  
徐 々 に 幅 が 狭 く な る 形 状 を し て お り 、 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 は 、 前 記 底 部 側 補 助 部  
形 成 部 に 対 応 し て 、 前 記 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と の 境 界 部 分 を 基 縁 部 と し て 、 自 身 の 先 端 部 に  
向 か う に つ れ て 徐 々 に 幅 が 狭 く な る 形 状 を し て い る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 「 自 身 の 先 端 部 に 向 か う に つ れ て 徐 々 に 幅 が 狭 く な る 形 状 」 に は 、 二 等 辺 三 角 形 状 ， 台  
形 状 ， 半 円 形 状 等 が あ る 。 「 二 等 辺 三 角 形 状 」 に は 、 「 直 角 二 等 辺 三 角 形 状 」 が あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ９ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に 加 え て 、 次  
の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ／ 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の 各 々 が 、 外  
ケ ー ス 底 部 ／ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と の 境 界 部 分 の 各 々 を 基 縁 部 と し て 、 先 端 部 に 向 か う に つ  
れ て 徐 々 に 幅 が 狭 く な る 形 状 を し て い る た め 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 自 身 の 基 縁 部 か ら 先  
端 部 に 向 か う に つ れ て 徐 々 に 幅 細 に な る 。
　 こ の た め 、 前 述 の よ う に 内 ケ ー ス 底 板 部 が 底 板 部 基 本 状 態 か ら 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 に 変  
相 し よ う と す る の に 伴 っ て 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 自 身 の 基 縁 部 を 基 準 に 底 部 側 補 助 部 形 成 部  
と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と が 離 隔 し て い っ て 変 相 し よ う と す る 際 に 、 折 り 畳 み 補 助 部 の  
う ち の 先 端 部 の 側 の 部 分 が 、 そ の 変 相 の 抵 抗 に な る こ と が 防 止 さ れ 、 外 ケ ー ス 体 が 外 ケ ー  
ス 基 本 状 態 か ら 外 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に 円 滑 に 変 相 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 よ り 円 滑 に 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る こ  
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ の 態 様 は 、 第 ９ 又 は 第 １ ０ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 折 り  
畳 み 補 助 部 に お い て は 、 さ ら に 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の 中 央 近 傍 と 前 記 第 ２ 側 部 側 補  
助 部 形 成 部 の 中 央 近 傍 と が 結 合 さ れ て 結 合 部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 内 ケ ー ス 体 が が 前 記  
内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に な っ た 状 態 で 、 前 記 底 部 側 補 助 部 形 成 部 の う ち 前 記 結 合 部 よ り も  
基 縁 部 の 側 の 部 分 及 び 前 記 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の う ち の 前 記 結 合 部 よ り も 基 縁 部 の 側  
の 部 分 は 、 前 記 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 連 続 的 に ほ ぼ 鉛 直 状 態 と な る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ９ 又 は 第 １ ０ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に  
加 え て 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 折 り 畳 み 補 助 部 に お い て は 、 さ ら に 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 及  
び 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の 中 央 近 傍 同 士 が 結 合 さ れ て 結 合 部 が 形 成 さ れ て お り 、 内 ケ ー  
ス 体 が 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に な っ た 状 態 で 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 及 び 第 ２ 側 部 側 補 助 部  
形 成 部 の と も に 結 合 部 よ り も 自 身 の 基 縁 部 の 側 の 部 分 が 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 連 続 的 に ほ ぼ  
鉛 直 状 態 と な る 。
　 す な わ ち 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 及 び 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 の う ち の と も に 結 合 部 よ り  
も 自 身 の 基 縁 部 の 側 の 部 分 が 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 と 連 続 的 に ほ ぼ 鉛 直 状 態 と な る と い う の は  
、 折 り 畳 み 補 助 部 が 最 大 限 に 鉛 直 方 向 に 延 び た 状 態 で あ る 。 そ の よ う な 位 置 に 結 合 部 が 形  
成 さ れ て い る と い う こ と は 、 内 ケ ー ス 体 が 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る こ と が 可 能 な  
範 囲 で 、 結 合 部 は 最 も 折 り 畳 み 補 助 部 の う ち の 最 も 基 縁 部 に 近 い 位 置 に 形 成 さ れ て い る と  
い え る 。
　 こ の た め 、 折 り 畳 み 補 助 部 に お い て 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 と  
が 離 隔 し す ぎ る こ と が 防 止 さ れ 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 不 規 則 的 に 変 相 す る こ と が 防 止 さ れ 、  
外 ケ ー ス 体 が 円 滑 に 変 相 し 、 ひ い て は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス が 円 滑 に 変 相 す る こ と が 可 能  
と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ ２ の 態 様 は 、 第 ７ ～ 第 １ １ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、  
前 記 各 折 り 畳 み 補 助 部 は 、 当 該 物 品 収 容 ケ ー ス が 前 記 基 本 状 態 に あ る 状 態 で 、 前 記 各 外 ケ  
ー ス 第 ２ 側 部 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る も の で あ る 、 物 品 収 容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ７ ～ 第 １ １ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に 加  
え て 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 基 本 状 態 に あ る 状 態 で 、 折 り 畳 み 補 助 部 が 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側  
部 に 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る た め 、 基 本 状 態 に あ る 際 に お い て も コ ン パ ク ト 化 が 図 ら れ 、 物  
品 を 収 容 し 搬 送 等 を 行 う 際 に 折 り 畳 み 補 助 部 が 邪 魔 に な る こ と が 防 止 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ ３ の 態 様 は 、 第 ７ ～ 第 １ ２ の い ず れ か の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で あ っ て 、  
前 記 外 ケ ー ス 体 に は 、 当 該 物 品 収 容 ケ ー ス が 前 記 折 り 畳 み 状 態 に あ る 状 態 で 、 前 記 一 対 の  
外 ケ ー ス 第 １ 側 部 同 士 を 離 隔 不 能 に 着 脱 可 能 に 連 結 す る ベ ル ト が 設 け ら れ て い る 、 物 品 収  
容 ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 第 ７ ～ 第 １ ２ の 態 様 の 物 品 収 容 ケ ー ス の 作 用 効 果 に 加  
え て 、 次 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 折 り 畳 み 状 態 に あ る 状 態 で 、 ベ ル ト に よ っ て 、 一 対 の 外 ケ ー  
ス 第 １ 側 部 同 士 が 離 隔 不 能 に 連 結 さ れ る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 折 り 畳 み 状 態 が 適 切 に 維 持 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る （ 蓋 体 が  
閉 塞 位 置 に あ る 状 態 を 示 す ） 。 （ ａ ） と （ ｂ ） は 異 な る 角 度 （ い ず れ も 斜 め 上 方 ） か ら 見  
た も の で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る （ 蓋 体 が  
開 放 位 置 に あ る 状 態 を 示 す ） 。 （ ａ ） は 斜 め 上 方 か ら 見 た も の で あ り 、 （ ｂ ） は 斜 め 下 方  
か ら 見 た も の で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 ） を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 の 状 態 ）  
を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 折 り 畳 み 状 態 ） を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の う ち の 内 ケ ー ス 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の う ち の 外 ケ ー ス 体 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ  
の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 最 初 の 段 階 を 示 す 。 最 初 の 段 階 の う ち （ ２ ） は （ １ ） の 次  
の 段 階 を 示 す 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ  
の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ Ａ の 次 の 段 階 を 示 す 。 （ ｂ ） は （ ａ ） と は 異 な る 方 向  
か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ  
の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 最 終 段 階 を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ の  
変 相 ） を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 幅 方 向 に 延 び る 鉛 直 面 で 仮 想 的 に 切  
断 し た も の で あ る 。 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 各 々 、 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ に 対 応 す る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ の  
変 相 ） を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 に 延 び る 鉛 直 面 で 仮 想 的 に  
切 断 し た も の で あ る 。 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 各 々 、 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｃ に 対 応 す る 。
【 図 ８ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る （ 蓋 体 が  
閉 塞 位 置 に あ る 状 態 を 示 す ） 。 （ ａ ） と （ ｂ ） は 異 な る 角 度 （ い ず れ も 斜 め 上 方 ） か ら 見  
た も の で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス を 示 す 斜 視 図 で あ る （ 内 ケ ー ス 体 及 び 外 ケ  
ー ス 体 が 基 本 状 態 に あ る と と も に 、 蓋 体 が 開 放 位 置 に あ る 状 態 を 示 す ） 。 （ ａ ） は 斜 め 上  
方 か ら 見 た も の で あ り 、 （ ｂ ） は 斜 め 下 方 か ら 見 た も の で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 ） を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 の 状 態 ）  
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を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 折 り 畳 み 状 態 ） を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス の う ち の 内 ケ ー ス 体 及 び 蓋 体 を 示 す 分 解 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態  
へ の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 最 初 の 段 階 を 示 す 。
【 図 １ １ Ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態  
へ の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ Ａ の 次 の 段 階 を 示 す 。
【 図 １ １ Ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態  
へ の 変 相 ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 最 終 段 階 を 示 す 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 （ 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 へ  
の 変 相 ） を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 に 延 び る 鉛 直 面 で 仮 想 的  
に 切 断 し た も の で あ る 。 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 各 々 、 図 １ １ Ａ ～ 図 １ １ Ｃ に 対 応 す る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 の 状 態 ）  
を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 実 施 例 ２ の 図 ９ Ｂ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 実 施  
例 ２ の 図 １ １ Ｃ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 実 施 例 １ ］
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 １ で あ る 物 品 収 容 ケ ー ス に つ い て 、 図 １ ～ 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す  
る 。
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ 等 に 示 す よ う に 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 ２ 重 構 造 の ケ ー ス で あ っ て 、  
内 ケ ー ス 体 １ ０ 及 び 外 ケ ー ス 体 ３ ０ を 有 す る と と も に 、 蓋 体 ６ ０ を 有 し て い る 。
　 そ し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 図 １ Ａ ） と 、 折 り 畳 み 状 態  
（ 図 ５ Ｃ ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 「 基 本 状 態 」 と は 、 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ ， 図 ５ Ａ ， 図 ６ （ Ａ ） ， 図 ７  
（ Ａ ） に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） に  
あ り 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る  
。
　 同 じ く 「 折 り 畳 み 状 態 」 と は 、 図 ２ Ｃ ， 図 ５ Ｃ ， 図 ６ （ Ｃ ） ， 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す よ う に  
、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） に あ り 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 折  
り 畳 み 状 態 の 内 ケ ー ス 体 １ ０ に 対 応 し た 略 折 り 畳 み 状 態 に あ る 状 態 で あ る 。
　 蓋 体 ６ ０ は 、 開 閉 可 能 で あ り 、 閉 塞 位 置 （ 図 １ Ａ ） と 反 転 位 置 （ 図 ５ Ｃ ） と の 間 を 変 位  
可 能 で あ る 。
　 な お 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス に つ い て は 、 水 平 面 に 載 置 さ れ た 状 態 を 基 準 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ， 一 対 の 内 ケ ー ス  
第 １ 側 板 部 １ ４ ， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ を 有 し て い る 。
　 図 １ Ｂ （ ａ ） 及 び 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス が 基 本  
状 態 （ 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） の 際 に お い て 、 上 方 が 開 口 し た 直 方 体 状 を し  
て い る 。
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に 収 容 さ れ 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 着 脱 可  
能 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ｃ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ （ 図 １ Ｂ （  
ｂ ） ， 図 ４ ） ， 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ ， 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ ， 一 対 の 折 り  
畳 み 補 助 部 ５ ０ を 有 し て い る 。
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　 図 １ Ｂ 及 び 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス が 基 本 状 態 （  
外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） の 際 に お い て 、 上 方 が 開 口 し た 直 方 体 状 を ベ ー ス と  
し て 、 そ の 下 端 部 に 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ が 付 随 し た 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ は 、 本 体 部 ６ １ ， 被 取 付 片 ６ ２ ， 折 り 曲 げ 片 ６  
５ を 有 し て い る 。 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ は 、 被 取 付 片 ６ ２ （ 図 ２ Ａ ～ 図  
２ Ｃ ） に お い て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ て い る （ 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ  
） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ に つ い て 、 図 ２ Ａ ～ 図 ３ ， 図 ７ 等 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 前 述 し た よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ （ 図 ２ Ａ ， 図 ３ ） ， 一 対 の 内  
ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ ， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ を 有 し て お り 、 い ず れ も 厚 板 状 を  
し て い る 。
　 す な わ ち 、 い ず れ も 、 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 同 じ く 前 述 し た よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ２ Ａ ，  
図 ７ （ Ａ ） ） と 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を  
変 相 可 能 で あ る 。
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 「 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ７ （ Ａ ） に 示  
す よ う に 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 壁 部 離 隔 状 態 ） に あ っ て 、  
内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ・ 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の い ず れ も が 基 本 状 態 （ 底 板 部 基 本 状 態 ・  
第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
　 同 じ く 「 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ｃ 及 び 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す  
よ う に 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 近 接 状 態 （ 第 １ 側 壁 部 近 接 状 態 ） に あ っ て 、 内  
ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ・ 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の い ず れ も が 折 り 曲 げ 状 態 （ 底 板 部 折 り 曲 げ  
状 態 ・ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 自 身 及 び 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） に お い て 水 平 の  
長 方 形 状 を し て お り 、 と も に 一 対 の 長 辺 （ 底 板 第 １ 辺 ） 及 び 短 辺 （ 底 板 第 ２ 辺 ） を 有 し て  
い る 。
　 前 述 し た よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０ の と も に 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ 及 び 内 ケ ー ス 第  
２ 側 板 部 １ ６ は い ず れ も 厚 板 状 を し て い る と こ ろ 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 長 辺 （ 底 板 第 １  
辺 ） は 、 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 長 辺 （ 幅 ） と 同 寸 で あ り 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 短 辺  
（ 底 板 第 ２ 辺 ） は 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ２ の 短 辺 （ 幅 ） と 同 寸 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 折 り 曲 げ 線 （ 底 板 部 折 り 曲 げ 線 ）  
１ １ に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 底 板 部 １ ３ を 有 し て い る 。 底 板 部 折 り 曲 げ 線 １ １ は  
、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 両 短 辺 の 中 央 同 士 を 結 び 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 長 辺 方 向 に 延 び  
て い る 。
　 両 分 割 底 板 部 １ ３ は 、 下 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ は 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ の う ち の 相 対 向 す る 側 の 端 面 の う ち  
の 上 縁 同 士 に お い て 、 相 互 に 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 よ り 正 確 に い う と 、 底 板 部 折 り 曲 げ 線 １ １ は 当 該 上 縁 同 士 を 連 結 す る 部 分 で あ り 、 内 ケ  
ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 底 板 部 折 り 曲 げ 線 １ １ を 含 む 面 に よ っ て 一 対 の 分 割 底 板 部 １ ３ に 二 分  
割 さ れ て い る 。 そ し て 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ は 、 底 板 部 折 り 曲 げ 線 １ １ に お い て 、 下 方 に 谷  
折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 底 板 部 折 り 曲 げ 線 １ １ に お い て 下 方 に 谷 折 り 状 に 折  
り 曲 げ 可 能 な の で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ う し て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （ Ａ ） ） と 折 り 曲 げ 状 態 （  
図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 可 能 な の で あ る 。
　 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 「 基 本 状 態 （ 底 板 部 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ７ （ Ａ ） に  
示 す よ う に 、 全 体 で 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ） を な し 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 垂 直 で  
水 平 に 延 び る 状 態 で あ る 。
　 同 じ く 「 折 り 曲 げ 状 態 （ 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ｃ 及 び 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す よ  
う に 、 そ の 各 分 割 底 板 部 １ ３ が 、 対 応 す る 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ か ら 鉛 直 下 方 に 向 か  
う （ 下 垂 す る ） と と も に 両 分 割 底 板 部 １ ３ が 相 互 に 重 な る 状 態 で あ る 。
　 な お 、 各 分 割 底 板 部 １ ３ が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る と と も に 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ が 相 互 に 近 接  
す る が 重 な ら な い （ 面 接 触 し な い ） 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 各  
長 辺 に 対 応 し て お り 、 鉛 直 な 長 方 形 状 を し て い る 。
　 す な わ ち 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 幅 方 向 に 延 び る と と も  
に 、 鉛 直 方 向 に 延 び て お り 、 と も に 一 対 の 水 平 な 長 辺 （ 自 身 の 幅 方 向 の 辺 ） 及 び 鉛 直 の 短  
辺 （ 高 さ 方 向 の 辺 ） を 有 し て い る 。
　 前 述 し た よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 長 辺 （ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 幅 方 向 の 辺  
） は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 長 辺 と 同 寸 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ は 、 そ の 下 縁 部 （ 下 方 の 長 辺 ） の 内 側 縁 に お い て 、 内 ケ ー ス  
底 板 部 １ ２ の 長 辺 （ 当 該 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 側 の 分 割 底 板 部 １ ３ の 外 側 縁 部 ） の 下  
縁 に 対 し て 、 相 対 的 に 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 詳 細 に 述 べ る と 、 次 の と お り で あ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 各 長 辺 の 縁 部 に は 、 縫 い 付 け 代 部 ２ ２ が 形 成  
さ れ て い る 。
　 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ２ は 、 可 撓 性 を 有 す る 幅 細 シ ー ト 状 を し て お り 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２  
（ 基 本 状 態 ） の 各 長 辺 の 端 面 の 下 縁 か ら 延 び て い る 。 前 述 し た よ う に 内 ケ ー ス 底 部 は 厚 板  
状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い る と こ ろ 、 各 縫 い 付  
け 代 部 ２ ２ は 、 そ の カ バ ー に よ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
　 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ２ は 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 下 縁 部 を 形 成 す る 端 面 （ そ の 外 側  
縁 及 び 内 側 縁 ） に 対 し て 、 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
　 こ う し て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 そ の 各 長 辺 （ そ の 下 縁 ） に お い て 、 各 内 ケ ー ス 第 １  
側 板 部 １ ４ の 下 縁 部 （ そ の 内 側 縁 ） に 対 し て 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔  
状 態 （ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （ Ａ ） ） と 近 接 状 態 （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 す る こ と に  
伴 っ て 、 前 述 し た よ う に 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） と 折 り 曲 げ 状 態 （  
図 ２ Ｃ ） と の 間 を 変 相 す る の で あ る 。
　 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 「 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 板 部 離 隔 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ａ 及  
び 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 相 互 に 最 も 離 隔 し た 状 態 で あ る  
。
　 同 じ く 「 近 接 状 態 （ 第 １ 側 板 部 近 接 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ｃ 及 び 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す よ う に  
、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 相 互 に 最 も 近 接 し た 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 基 本 状 態 に お け る 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 離 隔 状 態 に お け る 両 内  
ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 内 側 に 位 置 し 、 基 本 状 態 に お け る 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 下 面 と 、  
両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 下 縁 部 （ 下 方 の 長 辺 ） を 形 成 す る 端 面 と は 、 面 一 状 に な っ て  
い る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 自 身 及 び 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 基 本 状  
態 に お い て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 各 短 辺 に 対 応 し て お り 、 鉛 直 の 長 方 形 状 を し て い る 。
　 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 自 身 及 び 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 基 本 状 態 に お い て 、 こ の 物 品  
収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 に 延 び る と と も に 、 鉛 直 方 向 に 延 び て お り 、 と も に 一 対 の 水 平 な 短  
辺 （ 自 身 の 幅 方 向 の 辺 ） 及 び 鉛 直 の 長 辺 （ 高 さ 方 向 の 辺 ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 前 述 し た よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 短 辺 （ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 の  
辺 ） は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 短 辺 と 同 寸 で あ る 。
　 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 長 辺 （ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 高 さ 方 向 の 辺 ） は 、 第 １ 側 壁  
部 の 短 辺 （ 同 じ く こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 高 さ 方 向 の 辺 ） の 寸 法 か ら 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２  
の 厚 み を 減 じ た 寸 法 を 有 し て い る 。
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 上 縁 部 （ 上 方 の 短 辺 ） は  
、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 上 縁 部 （ 上 方 の 長 辺 ） と 同 一 高 さ に 位 置 し て い る 。 各 内 ケ  
ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 下 縁 部 （ 下 方 の 短 辺 ） は 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 下 縁 部 （ 下  
方 の 長 辺 ） よ り も 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 肉 厚 分 だ け 高 い 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 折 り 曲 げ 線 （ 第 ２ 側 板 部 折 り  
曲 げ 線 ） １ ５ に 沿 っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 側 板 部 １ ７ を 有 し て い る 。 第 ２ 側 板 部 折 り  
曲 げ 線 １ ５ は 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 両 短 辺 の 中 央 同 士 を 結 び 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部  
１ ６ の 長 辺 方 向 （ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 高 さ 方 向 ） に 延 び て い る 。
　 両 分 割 側 板 部 １ ７ は 、 内 方 （ 相 互 に 接 近 す る 方 向 ） に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 に 連 結 さ  
れ て い る 。
　 す な わ ち 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 両 分 割 側 板 部 １ ７ は 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ の う ち の  
相 互 に 対 向 す る 側 の 縁 部 を 形 成 す る 端 面 の う ち の 外 縁 同 士 に お い て 、 相 互 に 揺 動 （ 回 動 ）  
可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 よ り 正 確 に い う と 、 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 １ ５ は 当 該 外 縁 同 士 を 連 結 す る 部 分 で あ り 、  
内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 １ ５ を 含 む 面 に よ っ て 一 対 の 分 割 分 割  
側 板 部 １ ７ に 二 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ は 、 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 １  
５ に お い て 、 内 方 に 谷 折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 １ ５ に お い て 内 方 に 谷 折  
り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 な の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ う し て 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） と 折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ２ Ｃ  
） と の 間 を 変 相 可 能 な の で あ る 。
　 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 「 基 本 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ７  
（ Ａ ） に 示 す よ う に 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ に よ っ て 全 体 と し て 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ） を  
な し 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 垂 直 の 状 態 で あ る 。
　 同 じ く 「 折 り 曲 げ 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ｃ 及 び 図 ７ （ Ｃ ） に 示  
す よ う に 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ が 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 平 行 に 内 方 に 延 び る と と も に  
、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 間 に お い て 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 重 な り 、 両 内 ケ  
ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に 沿 っ て 延 び る 状 態 で あ る 。
　 な お 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ が 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と ほ ぼ 平 行 に 内 方 に 延 び る と と も  
に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 間 に お い て 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 近 接 す る が 重  
な る こ と な く （ 面 接 触 す る こ と な く ） 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る 状  
態 の 場 合 も あ る 。
　 い ず れ に お い て も 上 述 の 「 折 り 曲 げ 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） 」 は 内 ケ ー ス 体 １  
０ を 単 体 で 捉 え た 場 合 の も の で あ り 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ と の 組 み 合 わ  
せ の 場 合 は 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ を 考 慮 す る と 、 上 述 よ り も 折 り 曲 げ 度 合 い は わ ず か な  
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が ら 小 さ く な も の と な る 。 し か し 、 こ の 点 は 細 部 の こ と で あ る た め 、 無 視 し て 論 ず る こ と  
と す る 。 こ の こ と に よ る 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 他 の 要 素 へ の 影 響 に つ い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 基 本 状 態 に お け る 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 内 ケ ー ス 底 板 部 １  
２ の 各 短 辺 に 対 応 し て お り （ こ の こ と は 前 述 ） 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ 上 に 位 置 し て い る が  
、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ に 対 し て 結 合 さ れ て は い な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 そ の 各 側 縁 部 （ 各 長 辺 ） の  
内 側 縁 に お い て 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 内 側 面 の う ち 各 短 辺 の 近 傍 に 対 し て 、 相 対  
的 に 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 に 結 合 さ れ て い る 。
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔 ・ 近  
接 す る こ と に よ っ て 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ が 基 本 状 態 と 折 り 曲 げ 状 態 と の 間 を 変 相 す  
る の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 詳 細 に 述 べ る と 、 次 の と お り で あ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 そ の 各 側 縁 部 （ 各 長 辺 ） に は 、 縫 い  
付 け 代 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ６ は 、 可 撓 性 を 有 す る 幅 細 シ ー ト 状 を し て お り 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部  
１ ６ （ 基 本 状 態 ） の 各 長 辺 の 端 面 の 内 側 縁 か ら 延 び て い る 。 前 述 し た よ う に 各 内 ケ ー ス 第  
２ 側 板 部 １ ６ は 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い  
る と こ ろ 、 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ６ は 、 そ の カ バ ー に よ っ て 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ と 一 体  
的 に 形 成 さ れ て い る 。
　 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ６ は 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 肉 厚 と 同 寸 の 幅 を 有 し て お り 、 各  
内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 内 側 面 の う ち 各 短 辺 の 近 傍 に 対 し て 、 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ  
れ て い る 。 各 縫 い 付 け 代 部 ２ ６ の 先 縁 部 は 、 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 内 側 面 の う ち 各  
短 辺 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ に 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔 状 態  
（ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （ Ａ ） ） と 近 接 状 態 （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 す る こ と に よ っ  
て 、 前 述 し た よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （ Ａ ） ） と  
折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 可 能 す る の で あ る 。
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 基 本 状 態 に お け る 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 離 隔 状 態 に お け  
る 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 内 側 に 位 置 し 、 基 本 状 態 に お け る 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １  
６ の 外 側 面 と 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 各 側 縁 部 （ 各 短 辺 ） を 形 成 す る 端 面 と は 、 面  
一 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ （ そ の 一 対 の 分 割 側 板 部 １ ７ ）  
の 下 縁 部 に は 、 一 対 の 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ が 各 々 形 成 さ れ て い る 。
　 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は シ ー ト 状 を な し 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
　 前 述 し た よ う に 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ  
バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い る と こ ろ 、 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 そ の カ バ ー に よ っ  
て 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 各 分 割 側 板 部 １ ７ の 下 縁 部 を 形 成 す る 端 面 の 外 縁 （ そ の 全  
長 ） か ら 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 肉 厚 の 長 さ だ け 短 く 下 方 に 延 び て い る 。 一 対 の 底 板 部 肉  
厚 被 覆 部 １ ８ 同 士 は 、 直 接 的 に は 結 合 さ れ て い な い 。
　 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 シ ー ト 状 を な し 可 撓 性 を 有 し て お り （ こ の こ と は 前 述 ） 、  
通 常 は 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ （ そ の 各 分 割 側 板 部 １ ７ ） の 外 側 面 と 連 続 的 に 鉛 直 下  
方 に 延 び て い る 。 そ し て 、 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ （ そ の  
各 分 割 側 板 部 １ ７ ） の 外 側 面 と 垂 直 に 水 平 外 方 に 延 び る 姿 勢 ま で （ さ ら に は そ れ を 超 え て  
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鉛 直 上 方 に 延 び る 姿 勢 ま で ） 弾 性 的 に 変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 基 本 状 態 に あ る 内 ケ ー ス 体 １ ０ に お い て 、 各 内 ケ ー ス  
第 ２ 側 板 部 １ ６ は 、 一 枚 の 板 状 を な し 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 各 短 辺 及 び そ の 近 傍 （ 内 ケ  
ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 肉 厚 に 相 当 す る ） に お い て 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ 上 に 位 置 し 、 各 底 板  
部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 各 短 辺 の 外 側 に 位 置 し 、 鉛 直 下 方 に 延 び 、 当  
該 短 辺 の 端 面 を 被 覆 し て い る 。 こ う し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 内 部 の 気 密 性 が 高 め ら れ て い  
る 。
　 そ し て 、 図 ２ Ａ → 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 各 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ ）  
が 折 り 畳 み 状 態 に 向 か っ て 変 相 す る 際 に は 、 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部  
１ ２ に 当 接 す る こ と に よ っ て 、 適 宜 、 鉛 直 状 態 か ら 弾 性 的 に 変 相 す る 。
　 逆 の 場 合 も 同 様 で あ り 、 図 ２ Ｂ → 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 各 内 ケ ー ス 第  
２ 側 板 部 １ ６ ） が 基 本 状 態 に 戻 る こ と に よ っ て 、 各 底 板 部 肉 厚 被 覆 部 １ ８ は 、 内 ケ ー ス 底  
板 部 １ ２ の 短 辺 の 外 側 に 位 置 し て 鉛 直 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 上 に 詳 述 し た よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に つ い て 離 隔 状 態 （ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （  
Ａ ） ） と 近 接 状 態 （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 さ せ る こ と に よ っ て 、 内 ケ ー ス 体  
１ ０ に つ い て 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ， 図 ７ （ Ａ ） ） と 折 り 畳 み 状 態 （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と  
の 間 を 変 相 さ せ る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ を 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） か ら 折 り 畳 み 状 態 （ 図 ２ Ｃ ） に 向 け て 変 相  
さ せ よ う と す る 際 に は 、 図 ２ Ａ 中 に お い て 実 線 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板  
部 １ ６ を 折 り 曲 げ 状 態 に 向 け て 人 為 的 に 若 干 変 相 さ せ た 後 に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４  
を 近 接 状 態 に 向 け て 変 相 さ せ よ う と す る こ と に よ っ て 、 そ の 変 相 を 円 滑 に 行 う こ と が で き  
る 。
　 逆 の 場 合 も 同 様 に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ を 折 り 畳 み 状 態 （ 図 ２ Ｃ ） か ら 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ）  
に 向 け て 変 相 さ せ よ う と す る 際 に は 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ を 離 隔 状 態 に 向 け て 変 相  
さ せ て 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ ） が 基 本 状 態 に 近 い 状 態 に な っ た 後 に  
、 図 ２ Ａ 中 に お い て 二 点 鎖 線 の 矢 印 で 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ を 基 本 状 態  
に 向 け て 人 為 的 に 若 干 変 相 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ の 変 相 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に つ い て 、 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ｃ ， 図 ４ ， 図 ７ 等 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明  
す る 。
　 前 述 し た よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ （ 図 １ Ｂ （ ｂ ） ， 図 ４ ） ， 一 対  
の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ ， 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ を 有 す る と と も に 、 一 対 の 折 り 畳  
み 補 助 部 ５ ０ を 有 し て い る 。 い ず れ も 合 成 樹 脂 の シ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ 、 可 撓 性 を 有 し  
て お り 、 そ れ ら 各 要 素 の 境 界 部 分 の 角 度 も 可 変 で あ る 。
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ 等 に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ ， 一 対 の 外 ケ ー ス  
第 １ 側 部 ３ ４ ， 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ は 、 各 々 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 内 ケ ー ス 底 板 部  
１ ２ ， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ ， 一 対 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 同 じ く 前 述 し た よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ２ Ａ ，  
図 ７ （ Ａ ） ） と 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ｃ ） ） と の  
間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ）  
は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） に 対 応 し て い る 。
　 図 ２ Ｃ 及 び 図 ７ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折  
り 畳 み 状 態 ） は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） に 対 応 し て い  
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 な お 、 前 述 し た よ う に 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 可 撓 性 を 有 し て お り 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ 単 独 で は  
基 本 状 態 以 外 に 種 々 の 形 状 に な り 得 る が 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 収 容  
さ れ た 状 態 で は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 の 際 は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 そ れ に 対 応  
し た 略 折 り 畳 み 状 態 に な る 。
　 そ し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 基 本 状 態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 す る こ と に 追 従 し て 、  
外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 基 本 状 態 と 略 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 す る 。 そ の よ う な 関 係 に さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 「 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ａ 及 び 図 ７ （ Ａ ） に 示  
す よ う に 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 部 離 隔 状 態 ） に あ っ て 、 外 ケ  
ー ス 底 部 ３ ２ ・ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の い ず れ も が 基 本 状 態 （ 底 部 基 本 状 態 ・ 第 ２ 側 部 基  
本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
　 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 「 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 部 離 隔 状 態 ） 」 と は 、 両 外 ケ ー ス 第  
１ 側 部 ３ ４ が 相 互 に 最 も 離 隔 し た 状 態 で あ る 。
　 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ ・ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 「 基 本 状 態 （ 底 部 基 本 状 態 ・ 第 ２ 側 部 基 本  
状 態 ） 」 と は 、 い ず れ も 平 面 状 の 自 然 状 態 に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 「 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） 」 と は 、 図 ２ Ｃ 及 び 図  
７ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 次 の 状 態 で あ る 。
　 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 近 接 状 態 の 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に 対 応 し て 、 両  
外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ が 相 互 に か な り 近 接 し た 状 態 に あ る 。
　 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ は 、 折 り 曲 げ 状 態 の 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ に 対 応 し て 略 谷 折 り 状 に 折 れ  
曲 が っ た 状 態 （ 図 ７ （ Ｃ ） ） に あ る 。
　 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ は 、 ほ ぼ 鉛 直 状 に な っ て い る 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ と と も に 、 折 り  
曲 げ 状 態 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ に 対 応 し て 折 れ 曲 が っ た 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ Ｂ （ ｂ ） 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ は 、 自 身 及 び 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の  
基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） に お い て 水 平 の 長 方 形 状 を し て お り 、 と も に 一 対 の 長 辺 及 び 短 辺 を 有  
し て い る 。
　 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ （  
図 ４ ） の 各 長 辺 に 対 応 し て お り 、 自 身 及 び 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） に お い て  
鉛 直 な 長 方 形 状 を し て い る 。
　 同 じ く 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ は 、 外 ケ ー ス 底 部  
３ ２ （ 図 ４ ） の 各 短 辺 に 対 応 し て お り 、 自 身 及 び 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） に  
お い て 鉛 直 な 長 方 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ は 、 可 撓 性 を 有 す る 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ に  
よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 一 対 の 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ は 、 同 じ く 可 撓 性 を 有 す る 一 対 の 外  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 一 対 の 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 上 述 の 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ 及 び 一 対 の 外 ケ ー ス 第  
２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ は 、 平 面 状 の 自 然 状 態 に お い て 、 長 方 形 状 を ベ ー ス と し て お  
り 、 一 対 の 長 辺 （ 符 号 省 略 ） を 有 し て い る 。 こ の 長 辺 が 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 幅 方 向 に  
対 応 し て い る 。
　 そ の 長 方 形 状 の 部 分 に よ っ て 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ の 両 端 部 （ 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ の 一 対 の 短 辺 に 相 当 す  
る ） に は 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
　 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ は 直 角 二 等 辺 三 角 形 状 を し て お り 、 一 対 の 斜 辺 （ 符 号 省 略 ） を  



10

20

30

40

50

JP 2023-48092 A 2023.4.6(21)

有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ の 各 長 辺 に 対 応 し て お り 、 鉛 直 な 長 方 形  
状 を し て い る 。
　 す な わ ち 、 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 平 面 状 の 自 然 状 態 に お い て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー  
ス の 幅 方 向 に 延 び る と と も に 、 鉛 直 方 向 に 延 び て お り 、 と も に 一 対 の 水 平 な 長 辺 及 び 鉛 直  
の 短 辺 を 有 し て い る 。
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 そ の 下 縁 部 （ 下 方 の 長 辺 ）  
に お い て 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ の 各 長 辺 （ 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ の 各 長 辺 ） に 対 し て 縫  
い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ は 、 平 面 状 の 自 然 状 態 に お い て 、 長 方 形 状 を ベ ー ス と  
し て お り 、 一 対 の 長 辺 （ 符 号 省 略 ） を 有 し て い る 。 こ の 長 辺 が 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 高  
さ 方 向 に 対 応 し て い る 。
　 そ の 長 方 形 状 の 部 分 に よ っ て 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ と 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ と は 、 直 接 的 に は 結 合 さ れ て い な い  
。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ の 下 端 部 （ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 下 方 の 短 辺 に 相 当  
す る ） に は 、 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ は 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ に 対 応 し て い る 。 第 ２ 側 部 側  
補 助 部 形 成 部 ５ ６ も 直 角 二 等 辺 三 角 形 状 を し て お り 、 一 対 の 斜 辺 （ 符 号 省 略 ） を 有 し て い  
る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ と 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト  
３ ５ （ そ の う ち 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ を 形 成 す る 部 分 ） と は 、 そ の 各 側 縁 部 同 士 に お い て  
、 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ （ 図 ２ Ａ 等 ） は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １  
の 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ 及 び 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ の 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形  
成 部 ５ ６ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ 及 び 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ は 、 相 互 に 対  
応 す る 直 角 二 等 辺 三 角 形 状 を し て お り （ こ の こ と は 前 述 ） 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 両  
者 が そ の 斜 辺 同 士 （ 正 確 に は そ の 近 傍 ） に お い て 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て 形 成 さ れ て  
い る 。
　 こ う し て 、 図 ２ Ａ 等 に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 直 角 二 等 辺 三 角 形 状 を し  
て お り 、 そ の 一 対 の 斜 辺 （ 正 確 に は そ の 近 傍 ） に 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ を 有 し て い る 。 ま た  
、 こ の よ う に し て 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ と 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３  
６ と を 連 結 し て い る 。
　 そ し て 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て は 、 所 定 の 場 合 に 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ ・  
第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ に よ っ て 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て は 、 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ 及 び 各 第 ２ 側 部 側  
補 助 部 形 成 部 ５ ６ の 中 央 近 傍 同 士 が 結 合 さ れ て い る 。 こ う し て 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は  
、 そ の 中 央 近 傍 に 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ５ （ 結 合 部 ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ ， 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 基 本 状 態 に あ る 状 態 に お  
い て 、 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ 及 び 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ は 重 な っ て お り （ 図  
６ （ Ａ ） ） 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 全 体 と し て 一 枚 状 を し て い る 。
　 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ も 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 他 の 要 素 と 同 様 に 可 撓 性 を 有 し て お り 、 外  
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ケ ー ス 体 ３ ０ が 基 本 状 態 に あ る 状 態 に お い て 、 水 平 に 外 方 に 延 び る 姿 勢 （ 図 ２ Ａ ） と 、 外  
ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ （ そ の 外 面 ） に 沿 っ て 鉛 直 上 方 に 向 か う 姿 勢 （ 図 １ ） と の 間 を 変 相 可  
能 で あ る （ さ ら に は 、 鉛 直 下 方 に 向 か う 姿 勢 や 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ （ そ の 下 面 ） に 沿 っ て  
水 平 に 延 び る 姿 勢 に も 変 相 可 能 で あ る ） 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ （ そ の う ち 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６  
に 対 向 す る 面 ） の 先 端 部 に は 、 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ５ ８ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ れ に 対 応 し て 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に は 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ８ が 設 け ら れ て  
い る 。
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 基 本 状 態 に あ る 状 態 に お い て 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 、 鉛 直 上 方 に  
向 か う 姿 勢 （ 図 １ ） の 状 態 に お い て 、 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ５ ８ と 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ８  
と が 結 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ４ 等 に 基 づ い て 前 述 し た よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て は 、 各 底  
部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ と 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ と は 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ 及 び 縫  
い 付 け 結 合 部 ５ ５ に お い て 結 合 さ れ て い る が 、 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ の 基 縁 部 （ 外 ケ  
ー ス 底 部 ３ ２ と の 境 界 部 分 ） と 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ の 基 縁 部 （ 外 ケ ー ス 第 ２ 側  
部 ３ ６ と の 境 界 部 分 ） と は 結 合 さ れ て い な い （ 前 述 し た よ う に 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ と  
外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ と は 直 接 的 に は 結 合 さ れ て い な い ） 。
　 す な わ ち 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ 及 び 縫 い 付 け 結 合 部 ５  
５ 以 外 に お い て は 、 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ の 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ （ 図 ４ ） と 各  
外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト ３ ５ の 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ （ 図 ４ ） と は 結 合 さ れ て い  
な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の た め 、 図 ６ （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ の う ち 縫 い 付 け  
結 合 部 ５ ５ よ り 基 縁 部 側 の 部 分 は 、 一 対 の 斜 辺 に お け る 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ の 制 約 下 に お  
い て 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ と は 離 隔 可 能 で あ る 。
　 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ と が  
離 隔 す る こ と に よ っ て 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に は 内 部 空 間 が 形 成 さ れ る 。
　 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て 形 成 さ れ る 内 部 空 間 と 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ ・ 両 外 ケ ー ス  
第 １ 側 部 ３ ４ ・ 両 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に よ っ て 形 成 さ れ る 内 部 空 間 と は 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 蓋 体 ６ ０ に つ い て 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ 等 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 前 述 し た よ う に 、 蓋 体 ６ ０ は 、 本 体 部 ６ １ ， 被 取 付 片 ６ ２ ， 折 り 曲 げ 片 ６ ５ を 有 し て お  
り 、 被 取 付 片 ６ ２ に お い て 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る （ 図 １ Ａ 及 び 図  
１ Ｂ ） 。
　 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ （ 基 本 状 態 ） の 開 口 部 （ 図 １ Ｂ （ ａ ） ， 図 ２  
Ａ ） に 対 応 し た 長 方 形 状 の 厚 板 状 を し て お り 、 と も に 一 対 の 長 辺 及 び 短 辺 を 有 し て い る 。
　 本 体 部 ６ １ は 、 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 被 取 付 片 ６ ２ は 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 一 方 の 長 辺 の  
縁 部 に 形 成 さ れ て い る 。 折 り 曲 げ 片 ６ ５ は 、 本 体 部 ６ １ の 他 方 の 長 辺 の 縁 部 に 形 成 さ れ て  
い る 。
　 い ず れ も 、 本 体 部 ６ １ の 長 辺 の 縁 部 を 形 成 す る 端 面 の 上 縁 （ 図 １ Ａ の 閉 塞 位 置 に お け る  
上 縁 ） か ら 短 く 延 び て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 被 取 付 片 ６ ２ 及 び 折 り 曲 げ 片 ６ ５ は 、 可 撓 性 を 有 す る シ ー ト 状 を な し て い る 。
　 前 述 し た よ う に 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー  
に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い る と こ ろ 、 被 取 付 片 ６ ２ 及 び 折 り 曲 げ 片 ６ ５ は 、 そ の カ バ ー に  
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よ っ て 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 被 取 付 片 ６ ２ は 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ に 対 し て 、 そ の 基 縁 部 に お い て 相 対 的 に 揺 動 （  
回 動 ） 可 能 で あ る 。
　 被 取 付 片 ６ ２ は 、 本 体 部 ６ １ を 仮 想 的 に 常 に 閉 塞 位 置 （ 図 １ Ａ ） に 位 置 す る 状 態 の よ う  
に 水 平 に し た 状 態 で 、 本 体 部 ６ １ に 対 し て 相 対 的 に 、 本 体 部 ６ １ の 上 面 と 連 続 的 に 水 平 に  
延 び る 姿 勢 （ 自 然 姿 勢 ） を 挟 ん で 、 本 体 部 ６ １ の 縁 部 の 上 縁 か ら 下 方 に 向 か っ て 本 体 部 ６  
１ と 垂 直 に 延 び る 姿 勢 と 、 本 体 部 ６ １ の 上 面 に 沿 っ て 水 平 に 延 び る 姿 勢 （ 自 然 姿 勢 と は 反  
対 方 向 に 延 び る 姿 勢 ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 被 取 付 片 ６ ２ の 両 面 に は 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） （ 図 示 省 略 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 折 り 曲 げ 片 ６ ５ も 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ に 対 し て 、 そ の 基 縁 部 に お い て 相 対 的 に 揺 動  
（ 回 動 ） 可 能 で あ る 。
　 折 り 曲 げ 片 ６ ５ も 、 上 述 と 同 じ く 本 体 部 ６ １ を 仮 想 的 に 常 に 水 平 に し た 状 態 で 、 本 体 部  
６ １ に 対 し て 相 対 的 に 、 本 体 部 ６ １ の 上 面 と 連 続 的 に 水 平 に 延 び る 姿 勢 （ 自 然 姿 勢 ） を 挟  
ん で 、 本 体 部 ６ １ の 縁 部 の 上 縁 か ら 下 方 に 向 か っ て 本 体 部 ６ １ と 垂 直 に 延 び る 姿 勢 と 、 本  
体 部 ６ １ の 上 面 に 沿 っ て 水 平 に 延 び る 姿 勢 （ 自 然 姿 勢 と は 反 対 方 向 に 延 び る 姿 勢 ） と の 間  
を 変 相 可 能 で あ る 。
　 図 １ Ｂ （ ｂ ） ， 図 ２ Ｂ ， 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ の 内 側 面 に は 面 フ ァ ス ナ  
（ メ ス ） ６ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 次 に 、 各 要 素 の 結 合 関 係 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ Ｂ 及 び 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 大 き さ （ 外 側 寸 法 ） は 、 外 ケ ー ス 体  
３ ０ の 内 部 の 大 き さ （ 内 側 寸 法 ） に 対 応 し て い る 。
　 す な わ ち 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 幅 （ 幅 方 向 に お け る 外 寸 ） 及 び 奥 行 （ 奥 行 方 向 に お け る 外  
寸 ） は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 幅 方 向 に お け る 内 寸 及 び 奥 行 方 向 の 内 寸 よ り も 若 干 短 い 。
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 高 さ （ 高 さ 方 向 に お け る 外 寸 ） は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 高 さ 方 向 に お け  
る 内 寸 か ら 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 肉 厚 を 減 じ た も の と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
　 こ う し て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 側 （ 内 部 空 間 ） に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が ほ ぼ 隙 間 な く 収 容  
さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ２ Ａ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 各 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 内 面 の 上 縁 部 近 傍 に  
は 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 そ れ に 対 応 し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 各 第  
１ 側 部 上 縁 部 近 傍 に は 、 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
　 こ う し て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 側 （ 内 部 空 間 ） に 内 ケ ー ス 体 １ ０ が ほ ぼ 隙 間 な く 収 容 さ  
れ た 状 態 （ 図 １ Ｂ ） で 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ４ と 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ２ ４ と が 結 合 さ れ  
、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 一 方 （ 裏 側 ） の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４  
の 内 側 面 に お け る 上 縁 部 及 び そ の 近 傍 に は 、 挟 持 片 ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。
　 挟 持 片 ４ ５ は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 幅 方 向 の 全 長 に わ た っ て 延 び る 帯 状 の シ ー ト 状 を な し  
、 そ の 基 縁 部 に お い て 、 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 内 側 面 の 上 縁 部 近 傍 に 結 合 さ れ て い る 。
　 挟 持 片 ４ ５ は 、 そ の 基 端 部 に お い て 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 対 し て 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 で  
あ り 、 自 然 姿 勢 （ 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 沿 っ た 状 態 ） に お い て 、 そ の 上 縁 部 は 外 ケ ー ス  
第 １ 側 部 ３ ４ の 上 縁 部 と ほ ぼ 同 一 の 高 さ 位 置 に 位 置 す る 。
　 挟 持 片 ４ ５ 及 び 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の う ち の 相 互 に 対 向 す る 部 分 に は 、 各 々 、 面 フ ァ  
ス ナ （ オ ス ） （ 図 示 省 略 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 蓋 体 ６ ０ は 、 被 取 付 片 ６ ２ に お い て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ （ そ の 裏 側 の 上 縁 部 ） に 対 し て 着  
脱 可 能 に 連 結 さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-48092 A 2023.4.6(24)

　 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に 収 容 さ れ る 前 の 状 態 に お い て 、 被 取 付 片 ６ ２  
は 、 挟 持 片 ４ ５ と 、 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の う ち 挟 持 片 ４ ５ に 対 向 す る 部 分 と の 間 に 挿 入  
さ れ 、 両 者 に よ っ て 挟 持 さ れ る 。 そ の 状 態 で 、 被 取 付 片 ６ ２ の 両 面 に 設 け ら れ た 面 フ ァ ス  
ナ （ メ ス ） （ 前 述 ） と 、 挟 持 片 ４ ５ 及 び 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の う ち の 相 互 に 対 向 す る 部  
分 に 各 々 設 け ら れ た 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） （ 前 述 ） と が 結 合 さ れ る 。
　 こ う し て 、 蓋 体 ６ ０ は 、 被 取 付 片 ６ ２ に お い て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 一 方 の 外 ケ ー ス 第 １  
側 部 ３ ４ の 内 側 面 に お け る 上 縁 部 及 び そ の 近 傍 に 対 し て 着 脱 可 能 に 連 結 さ れ る の で あ る 。
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に 収 容 さ れ た 状 態 で 、 挟 持 片 ４ ５ は 、 内 ケ ー ス  
体 １ ０ に よ っ て 自 然 姿 勢 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 上 述 の よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０ に よ っ て 挟 持 片 ４ ５ が 自 然 姿 勢 に 維 持 さ れ た 状 態 で 、 蓋 体  
６ ０ （ 被 取 付 片 ６ ２ を 除 く ） は 、 本 体 部 ６ １ の 基 縁 部 を 基 準 に 揺 動 （ 開 閉 ） 可 能 で あ る 。
　 こ う し て 、 蓋 体 ６ ０ は 、 閉 塞 位 置 （ 図 １ Ａ ） と 、 反 転 位 置 （ 図 ５ Ｃ ） と の 間 を 変 位 可 能  
で あ る 。
　 「 閉 塞 位 置 」 と は 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ が 水 平 状 に な っ て 、 こ の 物 品 収 容 ケ  
ー ス （ 外 ケ ー ス 体 ３ ０ ） の 開 口 部 （ 図 １ Ｂ （ ａ ） ） を 塞 ぐ 位 置 で あ る 。
　 「 反 転 位 置 」 と は 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ が 閉 塞 位 置 か ら 開 か れ 、 鉛 直 上 方 を  
向 く 位 置 を 超 え て 、 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 外 面 に 沿 っ て 鉛 直 下 方 を 向 く 位 置 で あ る 。
　 な お 、 図 １ Ｂ 等 に 示 す よ う に 、 閉 塞 位 置 以 外 で あ っ て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス （ 外 ケ ー ス  
体 ３ ０ ） の 開 口 部 （ 図 １ Ｂ （ ａ ） ） を 開 く 位 置 の こ と を 「 開 放 位 置 」 と い う こ と と す る 。
　 蓋 体 ６ ０ が 閉 塞 位 置 に 位 置 す る 状 態 （ 図 １ Ａ ） で 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ と 内 ケ ー ス 体  
１ ０ の 上 面 と が 当 接 し 、 気 密 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ Ｂ 及 び 図 ２ Ａ 等 に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の お も て 側 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４  
の 上 縁 部 の 近 傍 に は 、 そ の 幅 方 向 の 全 長 に わ た っ て 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ６ が 設 け ら れ  
て い る 。 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ６ は 、 蓋 体 ６ ０ の 折 り 曲 げ 片 ６ ５ の 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ６  
６ （ 図 １ Ｂ ） に 対 応 し て い る 。
　 そ し て 、 蓋 体 ６ ０ が 閉 塞 位 置 に 位 置 す る 状 態 で 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ が 鉛 直 下 方 に 向 か う よ  
う に 本 体 部 ６ １ に 対 し て 垂 直 に 折 り 曲 げ ら れ 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ６ と 面 フ ァ ス ナ （ メ  
ス ） ６ ６ と が 結 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の お も て 側 の 外  
ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 。
　 こ う し て 、 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ が 閉 塞 位 置 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 １ Ａ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 裏 側 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 下 側 の 部  
分 に も 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ７ も 、 蓋 体 ６  
０ の 折 り 曲 げ 片 ６ ５ の 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ６ ６ に 対 応 し て い る 。
　 そ し て 、 図 ５ Ｂ 及 び 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ が 反 転 位 置 に 位 置 し 、 折 り 曲 げ 片 ６  
５ が 鉛 直 上 方 に 向 か う よ う に 本 体 部 ６ １ に 対 し て 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 面 フ ァ ス ナ （ オ  
ス ） ４ ７ と 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） ６ ６ と が 結 合 さ れ る こ と に よ っ て （ 図 ５ Ｂ （ ｂ ） ） 、 折 り  
曲 げ 片 ６ ５ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 裏 側 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ  
る 。
　 こ う し て 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ が 反 転 位 置 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ 等 に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に は 、 結 合  
用 ベ ル ト ９ ０ 及 び 被 結 合 片 ９ ５ が 設 け ら れ て い る 。
　 結 合 用 ベ ル ト ９ ０ は 、 そ の 基 端 部 に お い て 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の ほ ぼ 中 央 高 さ 位 置 に  
お け る 一 方 の 側 縁 部 に 結 合 さ れ て い る 。 結 合 用 ベ ル ト ９ ０ の 裏 面 に は 、 面 フ ァ ス ナ （ メ ス  
） ９ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 被 結 合 片 ９ ５ は 、 そ の 基 端 部 に お い て 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の ほ ぼ 中 央 高 さ 位 置 に お け  
る 他 方 の 側 縁 部 に 結 合 さ れ て い る 。 被 結 合 片 ９ ５ の お も て 面 に は 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ９  
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６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 同 じ く 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ａ 等 に 示 す よ う に 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス に は 、 把 持 用 ベ ル ト ８ ０ が  
設 け ら れ て い る 。
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 上 側 部 分 に は 、 支 持 用 ベ ル ト ８ ２ が 設 け ら  
れ て い る 。 支 持 用 ベ ル ト ８ ２ は 、 水 平 方 向 に 延 び 、 基 本 的 に 、 そ の 上 縁 部 及 び 下 縁 部 に お  
い て 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に 対 し て 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
　 結 合 用 ベ ル ト ９ ０ の 一 部 に お い て は 、 把 持 用 ベ ル ト ８ ０ の 幅 に 対 応 し て 、 結 合 用 ベ ル ト  
９ ０ の 幅 方 向 （ 鉛 直 方 向 ） に 延 び る ２ 対 の 縫 い 付 け 部 ８ ３ に お い て 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３  
６ に 対 し て 縫 い 付 け に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。 各 対 の 縫 い 付 け 部 ８ ３ 間 に お い て は 、 支 持  
用 ベ ル ト ８ ２ の 上 縁 部 及 び 下 縁 部 に お い て 、 支 持 用 ベ ル ト ８ ２ は 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に  
対 し て 縫 い 付 け ら れ て は い な い 。
　 こ う し て 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に は 、 と も に 把 持 用 ベ ル ト ８ ０ の 幅 に 対 応 し た 一 対  
の ベ ル ト 挿 通 部 ８ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 把 持 用 ベ ル ト ８ ０ は 、 両 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 両 ベ ル ト 挿 通 部 ８ ４ を 摺 動 可 能 に 挿 通  
さ れ 、 全 体 と し て ル ー プ 状 に さ れ て 外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト ３ １ の 下 面 に 結 合 さ れ て い る 。
　 把 持 用 ベ ル ト ８ ０ の う ち 、 各 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ に お い て 一 対 の ベ ル ト 挿 通 部 ８ ４ よ  
り も 上 側 の 部 分 が 、 把 持 部 ８ １ と さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 次 に 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 及 び 作 用 効 果 に つ い て 、 図 ５ Ａ ～ 図 ７ 等 に 基 づ い  
て 説 明 す る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 物 品 を 収 容 す る 際 に は 基 本 状 態 （ 図 １ Ａ ） に さ れ る と と も に 、  
物 品 を 収 容 し な い 際 に は 折 り 畳 み 状 態 （ 図 ５ Ｃ ） と さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 さ せ る に は 、 次 の よ う に さ れ る 。
　 ま ず 、 基 本 状 態 に お い て 、 図 ５ Ａ （ １ ） に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ を 外 ケ ー  
ス 第 ２ 側 部 ３ ６ か ら 取 り 外 し て 、 ほ ぼ 水 平 状 態 に さ せ る 。
　 ま た 、 図 ５ Ａ （ ２ ） に 示 す よ う に 、 蓋 体 ６ ０ を 閉 塞 位 置 か ら 外 し 、 反 転 位 置 （ 又 は そ れ  
に 近 い 位 置 ） に 位 置 づ け る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ Ａ → 図 ５ Ｂ → 図 ５ Ｃ ， 図 ７ （ Ａ ） → （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ 及  
び 内 ケ ー ス 体 １ ０ を 操 作 し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ を 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） か ら 折 り 畳 み 状 態 （  
図 ２ Ｃ ） に 変 相 さ せ る 。
　 そ の 際 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 可 撓 性 を 有 し て い る と と も に 、 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ が 存 在  
し て い る こ と か ら 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 変 相 に 追 従 し て 、 基 本 状 態 （ 図 ２ Ａ ） か ら 略 折 り 畳  
み 状 態 （ 図 ２ Ｃ ） に 変 相 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 す な わ ち 、 図 ２ Ａ → 図 ２ Ｂ → 図 ２ Ｃ ， 図 ７ （ Ａ ） → （ Ｃ ） に 示 す よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０  
が 基 本 状 態 か ら 徐 々 に 折 り 畳 み 状 態 に 向 け て 変 相 す る 際 に は 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４  
が 接 近 し て い っ て 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 奥 行 （ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 の 寸 法 ） が 短 く  
な っ て い く 一 方 で 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ が 下 方 に 谷 折 り 状 に 変 相 し て い っ て 内 ケ ー ス 体 １  
０ （ 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ） は 下 方 に 伸 び て い く 。
　 そ の よ う に 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に お い て 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 変 相 し 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が  
そ の 変 相 に 追 従 し て 変 相 す る の に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ が 有 効 に 作 用 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ７ （ Ａ ） → （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 分 割 底 板 部 １ ３ が 鉛 直 下 方 成 分 を 有 す る 方 向  
に 向 か お う と し て 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ） が 下 方 に 伸 び て い こ う と す る 際  
に 、 そ の 一 対 の 分 割 底 板 部 １ ３ に よ っ て 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ が 下 方 に 押 圧  
さ れ る こ と に よ っ て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ も 下 方 に 略 谷 折 り 状 に 下 降 し よ  
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う と す る 。
　 こ こ で 、 前 述 し た よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て 、 各 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２  
（ 図 ４ ） と 各 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ （ 図 ４ ） と は 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ 及 び 縫 い 付  
け 結 合 部 ５ ５ 以 外 に お い て は 結 合 さ れ て い な い た め 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ の う ち 縫 い 付  
け 結 合 部 ５ ５ よ り 基 縁 部 側 の 部 分 に お い て 、 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ と 第 ２ 側 部 側 補 助 部  
形 成 部 ５ ６ と は 離 隔 可 能 で あ る 。
　 こ の た め 、 上 述 し た よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 変 相 と と も に 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ が 下 方 に 略  
谷 折 り 状 に 下 降 し よ う と す る 際 に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ は 下 方 に 引 っ 張 ら れ 、 図 ６ （ Ａ  
） → （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ の 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ 及 び 第 ２ 側 部  
側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ の う ち の い ず れ も 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ５ よ り も 自 身 の 基 縁 部 の 側 の 部 分  
は 、 相 互 に 離 隔 し つ つ 、 下 降 し て い く 。
　 こ う し て 、 図 ７ （ Ａ ） → （ Ｃ ） に 示 す よ う に 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ が 下 方 に 伸 び て い こ う  
と す る 際 に 、 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ は 、 円 滑 に 下 方 に 略 谷 折 り 状 に 下 降 し て い く 。
　 こ の よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 に 向 か っ て 変 相 し て い  
く こ と を 妨 げ ず 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 円 滑 に 折 り 畳 み 状 態 に な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ が 大 き す ぎ る （ す な わ ち 、 余 裕 が あ り す ぎ る ） と 、 折 り 畳 み  
補 助 部 ５ ０ の 変 相 自 体 が 円 滑 に 進 ま ず 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 変 相 の 円 滑 な 変 相 を 阻 害 し 、 ひ  
い て は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス 全 体 の 変 相 が 円 滑 に 進 ま な い こ と と な る 。
　 し か し 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ （ 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ ， 第  
２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ ） の 形 状 が 二 等 辺 三 角 形 状 で あ り 、 基 縁 部 か ら 先 端 部 の 側 に 向  
か う に つ れ て 徐 々 に 幅 細 に な る た め 、 そ の よ う な こ と も な く 、 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 折 り  
畳 み 補 助 部 ５ ０ は 円 滑 に 変 相 し 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ 、 ひ い て は 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 変 相  
が 円 滑 に 進 む こ と と な る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ が 最 大 限 に 下 方 に 伸 び た 状 態 （ す な わ ち 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ が 折  
り 曲 げ 状 態 に な っ た 状 態 ） で 、 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６ の う ち の 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ５  
よ り も 基 縁 部 の 側 の 部 分 及 び 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ の う ち の 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ５ よ り も  
基 縁 部 の 側 の 部 分 は 、 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ と 連 続 的 に ほ ぼ 鉛 直 状 態 と な る 。 そ の 状 態 が  
、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 下 方 に 伸 び る 限 界 で あ る 。
　 逆 に い う と 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ は 、 そ の 状 態 に な る ま で 下 方 に 伸 び 得 る の で あ り 、 そ の 状  
態 で 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 折 り 曲 げ 状 態 に な る （ 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 折 り 畳 み 状 態 に な る  
） 。 そ の よ う な 位 置 に 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ５ が 設 け ら れ て い る の で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 仮 に 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ が 、 上 述 の 位 置 よ り も 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ の 先 端 部 の 側 に 設 け  
ら れ て い た り 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ が 設 け ら れ て い な い 場 合 で も 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は  
基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る こ と は 可 能 で あ る 。
　 し か し な が ら 、 上 述 の 位 置 に 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ が 設 け ら れ て い る と い う こ と は 、 こ の  
物 品 収 容 ケ ー ス が 折 り 畳 み 状 態 に な り 得 る と い う 条 件 の 下 で 、 縫 い 付 け 結 合 部 ５ ４ は 折 り  
畳 み 補 助 部 ５ ０ の う ち 最 も 基 縁 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ て い る と い え る 。 こ の こ と に よ っ  
て 、 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て 底 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ２ と 第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部 ５ ６  
と が 離 隔 し す ぎ る こ と が 防 止 さ れ 、 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ が 不 規 則 的 に 変 相 す る こ と が 防 止  
さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 す る こ と を 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が  
妨 げ る こ と な く 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 し よ う と す る の に 外 ケ ー ス 体 ３ ０  
も 追 従 し て 円 滑 に 略 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 し よ う と す る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 円 滑 に 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 し て い く 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 上 述 の よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０ ・ 外 ケ ー ス 体 ３ ０ を 折 り 畳 み 状 態 ・ 略 折 り 畳 み 状 態 に 変 相  
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さ せ る と と も に 、 い ず れ か の 時 点 で 、 図 ５ Ｂ → 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 反 転 位 置 （ 又 は そ れ  
に 近 い 位 置 ） に あ る 蓋 体 ６ ０ を 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 外 面 に 対 し て 固 定 す る 。
　 同 じ く 図 ５ Ｂ → 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 結 合 用 ベ ル ト ９ ０ を 被 結 合 片 ９ ５ に 取 り 付 け て 、  
こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 折 り 畳 み 状 態 を 維 持 さ せ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 容 易 に 変 相 さ  
せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の 逆 の 操 作 を 行 う こ と に よ っ て 、 折 り 畳 み 状 態 か ら 基 本 状 態 に 容 易 に 変 相 さ  
せ る こ と も 可 能 で あ る 。
　 す な わ ち 、 図 ５ Ｃ → 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 結 合 用 ベ ル ト ９ ０ を 被 結 合 片 ９ ５ か ら 取 り 外  
す 。
　 次 に 、 図 ５ Ｃ → 図 ５ Ｂ → 図 ５ Ａ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ を 折 り 畳 み 状 態 か ら 基 本  
状 態 に 向 け て 変 相 さ せ よ う と す る こ と に よ っ て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 、 そ れ に 追 従 し て 略 折  
り 畳 み 状 態 か ら 基 本 状 態 に 変 相 し よ う と す る 。 そ の 際 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ に お い て 、  
補 助 片 形 成 部 ５ ２ 及 び 補 助 片 形 成 部 ５ ６ が 接 近 し て い く 。
　 な お 、 い ず れ か の 時 点 で 、 図 ５ Ｃ → 図 ５ Ｂ に 示 す よ う に 、 反 転 位 置 に あ っ て 外 ケ ー ス 第  
２ 側 部 ３ ６ の 外 面 に 対 し て 固 定 さ れ て い る 蓋 体 ６ ０ を 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 外 面 か ら 外  
し 、 閉 塞 位 置 等 に 位 置 づ け る 。
　 以 上 の よ う に し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 折 り 畳 み 状 態 か ら 基 本 状 態 へ も 容 易 に 変 相  
さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ で あ る 物 品 収 容 ケ ー ス に つ い て 、 図 ８ ～ 図 １ ２ に 基 づ い て 説 明  
す る 。
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ を さ ら に 改 良 し た も の で あ り 、 実 施 例 １ と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明  
し 、 実 施 例 １ と 共 通 す る 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明 を 適 宜 省 略 す  
る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ 等 に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス も 、 ２ 重 構 造  
の ケ ー ス で あ っ て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ 及 び 外 ケ ー ス 体 ３ ０ を 有 す る と と も に 、 蓋 体 ２ ６ ０ を  
有 し て い る 。
　 そ し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス も 、 折 り 畳 み 可 能 で あ っ て 、 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 図  
８ Ａ ） と 、 折 り 畳 み 状 態 （ 図 １ １ Ｃ ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 同 じ く 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 開 閉 可 能 で あ っ て 、 両 縁 結 合 状 態 （ 図 ８ Ａ ） と 片 縁 結 合 状 態 （  
図 ８ Ｂ ） と の 間 を 変 位 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 折 り 曲 げ 可 能 で あ っ て 、 平 板 状 態 （ 図 ８ Ａ ～ 図 ９ Ａ ， 図 １ １ Ａ ）  
と 折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ９ Ｃ ， 図 １ １ Ｃ ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。 こ の 点 で 、 こ の 物 品 収 容  
ケ ー ス は 実 施 例 １ と 異 な っ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 「 基 本 状 態 」 と は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 図 ８ Ａ ， 図 ９ Ａ ， 図 １ １  
Ａ ， 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基  
本 状 態 ） に あ り 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 直 方 体 状 を な す 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） に あ る  
と と も に 、 蓋 体 ２ ６ ０ が 基 本 状 態 （ 蓋 体 基 本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 「 基 本 状 態 （ 蓋 体 基 本 状 態 ） 」 と は 、 直 板 状 態 に あ る と と も に 、 両 縁 結 合  
状 態 に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 「 折 り 畳 み 状 態 」 と は 、 図 ９ Ｃ ， 図 １ １ Ｃ ， 図 １ ２ （ Ｃ ） に 示 す  
よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） に あ り 、 外 ケ ー ス 体 ３  
０ が 折 り 畳 み 状 態 の 内 ケ ー ス 体 １ ０ に 対 応 し た 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態  
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） に あ る （ 以 上 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る ） と と も に 、 蓋 体 ２ ６ ０ が 両 縁 結 合 折 り 曲 げ 状 態  
（ 蓋 体 両 縁 結 合 折 り 曲 げ 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 「 両 縁 結 合 折 り 曲 げ 状 態 」 と は 、 折 り 曲 げ 状 態 に あ る と と も に 、 両 縁 結 合  
状 態 に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 前 述 し た よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 開 閉 可 能 で あ っ て 、 両 縁 結 合 状 態 （ 図 ８ Ａ ） と 片 縁 結  
合 状 態 （ 図 ８ Ｂ ） と の 間 を 変 位 可 能 で あ る （ こ の 点 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る ） 。
　 「 両 縁 結 合 状 態 」 と は 、 図 ８ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ が 、 そ の 一 対 の 長 辺 の 両 縁 部  
に お い て 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 結 合 さ れ た 状 態 で あ り 、 「 片 縁 結 合 状 態 」 と は 、 図 ８ Ｂ に 示 す  
よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ が 、 そ の 一 対 の 長 辺 の 両 縁 部 の う ち 、 そ の 一 縁 部 に お い て の み 外 ケ ー  
ス 体 ３ ０ に 結 合 さ れ 、 他 縁 部 に お い て 外 ケ ー ス 体 か ら 外 れ た 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ま た 、 同 じ く 前 述 し た よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 実 施 例 １ と は 異 な り 、 折 り 曲 げ 可 能 で あ  
っ て 、 平 板 状 態 （ 図 ８ Ａ ～ 図 ９ Ａ ， 図 １ １ Ａ ） と 折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ９ Ｃ ， 図 １ １ Ｃ ） と の  
間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 「 平 板 状 態 」 と は 、 図 ８ Ａ ～ 図 ９ Ａ ， 図 １ １ Ａ に 示 す よ う に 、 折 り 曲 げ ら れ る こ と な く  
、 全 体 と し て 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ） を な す 状 態 で あ る 。 「 折 り 曲 げ 状 態 」 と は 、 図 ９  
Ｃ ， 図 １ １ Ｃ に 示 す よ う に 、 逆 Ｖ 字 状 （ 上 述 の 両 縁 結 合 状 態 に お い て 逆 Ｖ 字 状 ） に 折 り 曲  
げ ら れ た 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ は 、 実 施 例 １ と 同 じ く 、 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ９ Ａ ， 図 １  
２ （ Ａ ） ） と 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ， 図 １ ２ （ Ｃ ） ） と の 間 を  
変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 「 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ 及 び 図 １ ２ （ Ａ ） に  
示 す よ う に 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 壁 部 離 隔 状 態 ） に あ っ て  
、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ・ 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の い ず れ も が 基 本 状 態 （ 底 板 部 基 本 状 態  
・ 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 「 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 板 部 離 隔 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ 及  
び 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 相 互 に 最 も 離 隔 し た 状 態 で あ  
る 。
　 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 「 基 本 状 態 （ 底 板 部 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ 及 び 図 １ ２ （ Ａ ）  
に 示 す よ う に 、 全 体 で 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ） を な し 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 垂 直  
で 水 平 に 延 び る 状 態 で あ る 。
　 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 「 基 本 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ 及 び 図 １  
２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ に よ っ て 全 体 と し て 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ）  
を な し 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 垂 直 の 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 「 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ｃ 及 び 図 １ ２  
（ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 近 接 状 態 （ 第 １ 側 壁 部 近 接 状 態 ）  
に あ っ て 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ ・ 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の い ず れ も が 折 り 曲 げ 状 態 （ 底  
板 部 折 り 曲 げ 状 態 ・ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 「 近 接 状 態 （ 第 １ 側 板 部 近 接 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ｃ 及  
び 図 １ ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 相 互 に 最 も 近 接 し た 状 態 で あ  
る 。
　 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 「 折 り 曲 げ 状 態 （ 底 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ｃ 及 び 図 １  
２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 そ の 各 分 割 底 板 部 １ ３ が 、 対 応 す る 各 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ か  
ら 鉛 直 下 方 に 向 か う （ 下 垂 す る ） と と も に 両 分 割 底 板 部 １ ３ が 相 互 に 重 な る 状 態 で あ る 。
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　 な お 、 各 分 割 底 板 部 １ ３ が ほ ぼ 鉛 直 に 延 び る と と も に 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ が 相 互 に 近 接  
す る が 重 な ら な い （ 面 接 触 し な い ） 場 合 も あ る 。
　 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 「 折 り 曲 げ 状 態 （ 第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ｃ  
に 示 す よ う に 、 両 分 割 底 板 部 １ ３ が 、 そ の 外 側 面 （ 基 本 状 態 に お け る 外 側 の 面 ） 同 士 が 対  
向 し て 重 な る と と も に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 平 行 で 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４  
の 間 に お い て 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と も 重 な る 状 態 で あ る 。
　 な お 、 両 分 割 側 板 部 １ ７ が 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と ほ ぼ 平 行 に 内 方 に 延 び る と と も  
に 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 間 に お い て 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 が 相 互 に 近 接 す る が 重  
な る こ と な く （ 面 接 触 す る こ と な く ） 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に ほ ぼ 沿 っ て 延 び る 状  
態 の 場 合 も あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 、 実 施 例 １ と 同 じ く 、 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ９ Ａ ， 図 １  
２ （ Ａ ） ） と 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ， 図 １ ２ （ Ｃ ） ） と の  
間 を 変 相 可 能 で あ る 。
　 図 ９ Ａ 及 び 図 １ ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態  
） は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状 態 ） に 対 応 し て い る 。
　 図 ９ Ｃ 及 び 図 １ ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略  
折 り 畳 み 状 態 ） は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） に 対 応 し て  
い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 「 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ 及 び 図 １ ２ （ Ａ ） に  
示 す よ う に 、 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 部 離 隔 状 態 ） に あ っ て 、 外  
ケ ー ス 底 部 ３ ２ ・ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の い ず れ も が 基 本 状 態 （ 底 部 基 本 状 態 ・ 第 ２ 側 部  
基 本 状 態 ） に あ る 状 態 で あ る 。
　 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の 「 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 部 離 隔 状 態 ） 」 と は 、 両 外 ケ ー ス 第  
１ 側 部 ３ ４ が 相 互 に 最 も 離 隔 し た 状 態 で あ る 。
　 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ ・ 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 「 基 本 状 態 （ 底 部 基 本 状 態 ・ 第 ２ 側 部 基 本  
状 態 ） 」 と は 、 い ず れ も 平 面 状 の 自 然 状 態 に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 「 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ｃ 及 び 図  
１ ２ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 次 の 状 態 で あ る 。
　 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ は 、 近 接 状 態 の 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ に 対 応 し て 、 両  
外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ が 相 互 に か な り 近 接 し た 状 態 に あ る 。
　 外 ケ ー ス 底 部 ３ ２ は 、 折 り 曲 げ 状 態 の 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ に 対 応 し て 略 谷 折 り 状 に 折 れ  
曲 が っ た 状 態 （ 図 １ ２ （ Ｃ ） ） に あ る 。
　 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ は 、 ほ ぼ 鉛 直 状 に な っ て い る 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ と と も に 、 折 り  
曲 げ 状 態 の 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ に 対 応 し て 折 れ 曲 が っ た 状 態 に あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 実 施 例 １ の 蓋 体 ６ ０ と 同 様 に 、 本 体 部 ６  
１ ， 被 取 付 片 ６ ２ ， 折 り 曲 げ 片 ６ ５ を 有 し て い る 。 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 厚 板 状 の  
断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ （ 基 本 状 態 ） の 開 口  
部 （ 図 ８ Ｂ （ ａ ） ， 図 ９ Ａ ） に 対 応 し た 長 方 形 状 の 厚 板 状 を し て お り 、 と も に 一 対 の 長 辺  
（ 蓋 体 第 １ 辺 ） 及 び 短 辺 （ 蓋 体 第 ２ 辺 ） を 有 し て い る 。
　 す な わ ち 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 長 辺 （ 蓋 体 第 １ 辺 ） 及 び 短 辺 （ 蓋 体 第 ２ 辺 ） は 、  
内 ケ ー ス 体 １ ０ の 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 長 辺 （ 底 板 第 １ 辺 ） 及 び 短 辺 （ 底 板 第 ２ 辺 ） に 各  
々 対 応 し て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 長 辺 （ 蓋 体 第 １ 辺 ） 及 び 短 辺 （ 蓋 体 第 ２ 辺 ） の 寸 法 は 次 の と  
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お り で あ る 。
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 長 辺 （ 蓋 体 第 １ 辺 ） は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 内 ケ ー ス 底 板 部 １  
２ の 長 辺 （ 底 板 第 １ 辺 ） と 同 寸 で あ り 、 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 長 辺 （ 幅 ） と 同 寸 で あ  
る 。
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 短 辺 （ 蓋 体 第 ２ 辺 ） は 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 内 ケ ー ス 底 板 部 １  
２ の 短 辺 （ 底 板 第 ２ 辺 ） に 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 厚 み を 加 え た 寸 法 を 有 し て お  
り 、 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 短 辺 （ 幅 ） に 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 厚 み を 加 え  
た 寸 法 を 有 し て い る 。
　 こ の た め 、 前 述 し た よ う に 内 ケ ー ス 体 １ ０ の と も に 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ 及 び  
内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ は い ず れ も 厚 板 状 を し て お り 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 上 端 面 に は 所 定  
の 幅 を 有 す る 四 角 枠 が 形 成 さ れ て い る と こ ろ 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ （ そ の 縁 部 ） は 、  
そ の 四 角 枠 の 外 周 縁 に 対 応 し て い る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ と 同 じ く 、 被 取 付 片 ６ ２ は 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体  
部 ６ １ の 一 方 の 長 辺 の 縁 部 に 形 成 さ れ て い る 。 折 り 曲 げ 片 ６ ５ は 、 本 体 部 ６ １ の 他 方 の 長  
辺 の 縁 部 に 形 成 さ れ て い る 。 い ず れ も 、 本 体 部 ６ １ の 長 辺 の 縁 部 を 形 成 す る 端 面 の 上 縁 （  
図 ８ Ａ の 閉 塞 位 置 に お け る 上 縁 ） か ら 短 く 延 び て い る 。
　 被 取 付 片 ６ ２ は 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ に 対 し て 、 そ の 基 縁 部 に お い て 相 対 的 に 揺 動  
（ 回 動 ） 可 能 で あ る （ 両 者 の 境 界 部 分 が 折 り 曲 げ 可 能 で あ る ） 。
　 折 り 曲 げ 片 ６ ５ も 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ に 対 し て 、 そ の 基 縁 部 に お い て 相 対 的 に 揺  
動 （ 回 動 ） 可 能 で あ る （ 両 者 の 境 界 部 分 が 折 り 曲 げ 可 能 で あ る ） 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 以 下 の よ う に 、 実 施 例 １ と 同 様 に 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 結 合 さ れ て お  
り 、 片 縁 結 合 状 態 （ 図 ８ Ｂ ） と 両 縁 結 合 状 態 （ 図 ８ Ａ ） と の 間 を 変 相 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 ８ Ａ ～ 図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 被 取 付 片 ６ ２ （ 図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ ） に お い  
て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ て い る （ 図 ８ Ａ 及 び 図 ８ Ｂ ） 。 す な わ ち  
、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 内 部 に 収 容 さ れ る 前 の 状 態 に お い て 、 被 取 付 片 ６ ２  
は 、 挟 持 片 ４ ５ と 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ （ そ の う ち 挟 持 片 ４ ５ に 対 向 す る 部 分 ） と の 間 （  
図 ９ Ａ ～ 図 ９ Ｃ ） に 挿 入 さ れ 、 被 取 付 片 ６ ２ の 両 面 に 設 け ら れ た 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ） と 、  
挟 持 片 ４ ５ 及 び 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ の う ち の 相 互 に 対 向 す る 部 分 に 各 々 設 け ら れ た 面 フ  
ァ ス ナ （ オ ス ） （ 前 述 ） と が 結 合 さ れ る 。
　 こ れ に よ っ て 、 図 ８ Ｂ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 少 な く と も 、 片 縁 結 合 状 態 と さ れ  
て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 そ し て 、 図 ８ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ に お い て 、 外 ケ ー ス 体 ３  
０ の お も て 側 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 。 す な わ ち 、 蓋 体 ２  
６ ０ が 閉 塞 位 置 に 位 置 す る 状 態 で 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ が 鉛 直 下 方 に 向 か う よ う に 本 体 部 ６ １  
に 対 し て 垂 直 に 折 り 曲 げ ら れ 、 面 フ ァ ス ナ （ オ ス ） ４ ６ （ 図 ８ Ｂ ） と 面 フ ァ ス ナ （ メ ス ）  
６ ６ （ 図 ８ Ｂ ） と が 結 合 さ れ る こ と に よ っ て 、 折 り 曲 げ 片 ６ ５ が 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の お も て  
側 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ に 対 し て 着 脱 可 能 に 結 合 さ れ る 。
　 こ れ に よ っ て 、 図 ８ Ａ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 両 縁 結 合 状 態 と さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 実 施 例 １ に お い て 前 述 し た よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 高 さ （ 高 さ 方 向 に お け る 外 寸 ） は  
、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 高 さ 方 向 に お け る 内 寸 か ら 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 肉 厚 を 減 じ た も  
の と ほ ぼ 同 一 で あ る 。
　 こ の た め 、 蓋 体 ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 上 面 と 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 上 縁 部 と は ほ ぼ 同 一 高 さ  
位 置 に あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ９ Ａ ～ 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ に 沿  
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っ て 二 分 割 さ れ た 一 対 の 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ を 有 し て い る 。 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ は 、 蓋 体 ２  
６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 両 短 辺 の 中 央 同 士 を 結 び 、 本 体 部 ６ １ の 長 辺 方 向 に 延 び て い る 。
　 両 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ は 、 両 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ の う ち の 相 対 向 す る 側 の 端 面 の う ち の 下 縁 同 士  
に お い て 、 相 互 に 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 よ り 正 確 に い う と 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ は 当 該 下 縁 同 士 を 連 結 す る 部 分 で あ り 、 蓋 体  
２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ を 含 む 面 に よ っ て 一 対 の 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ に  
二 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、 両 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ は 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ に お い て 、 上 方  
に （ 両 縁 結 合 状 態 に お い て 上 方 に ） 山 折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ に お い て 上 方 に （ 両 縁 結  
合 状 態 に お い て 上 方 に ） 山 折 り 状 に 折 り 曲 げ 可 能 な の で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 前 述 し た よ う に 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 厚 板 状 の 断 熱 材 が 合 成 樹 脂 の シ ー ト 状 の カ バ  
ー に 被 覆 さ れ て 形 成 さ れ て い る の で あ る が 、 詳 細 に 述 べ る と 次 の と お り で あ る 。
　 そ の 断 熱 材 は 、 各 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ に 対 応 す る 一 対 の 分 割 断 熱 材 に 分 割 さ れ て お り 、 両 分  
割 蓋 体 ２ ６ ２ が 上 述 の よ う に 揺 動 可 能 に な る よ う に 、 両 分 割 断 熱 材 が カ バ ー に よ っ て 被 覆  
さ れ て い る の で あ る 。
　 こ の こ と は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ （ 実 施 例 １ 及 び ２ ） 及 び 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ （ 同  
） に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 前 述 し た よ う に 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ と 被 取 付 片 ６ ２ と の 境 界 線 部 分 は 折  
り 曲 げ 可 能 で あ り 、 同 じ く 本 体 部 ６ １ と 折 り 曲 げ 片 ６ ５ と の 境 界 線 部 分 も 折 り 曲 げ 可 能 で  
あ る 。
　 こ の た め 、 両 縁 結 合 状 態 に お い て 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 本 体 部 ６ １ の 各 長 辺 （ 蓋 体 第 １ 辺 ）  
に お い て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 上 縁 部 に 対 し て 本 来 的 に 揺 動 （ 回 動 ） 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ う し て 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 、 両 縁 結 合 状 態 に お い て も 、 平 板 状 態 （ 図  
９ Ａ ， 図 １ ２ （ Ａ ） ） と 折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ９ Ｃ ， 図 １ ２ （ Ｃ ） ） と の 間 を 変 相 可 能 な の で  
あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 「 平 板 状 態 」 と は 、 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 全 体 で 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状  
） を な す 状 態 で あ る 。
　 前 述 し た よ う に 、 両 縁 結 合 状 態 で あ り 、 か つ 、 平 板 状 態 の こ と が 、 基 本 状 態 （ 蓋 体 基 本  
状 態 ） で あ る 。 す な わ ち 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 「 基 本 状 態 （ 蓋 体 基 本 状 態 ） 」 と は 、 図 ９ Ａ に 示  
す よ う に 、 全 体 で 一 平 板 状 （ １ 枚 の 平 板 状 ） を な し 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ と 垂 直 で  
水 平 に 延 び る 状 態 で あ り 、 閉 塞 位 置 に あ る 状 態 で あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 蓋 体 ２ ６ ０ の 「 折 り 曲 げ 状 態 」 と は 、 図 ９ Ｃ に 示 す よ う に 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ に 沿  
っ て 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で あ る 。
　 両 縁 結 合 状 態 で あ り 、 か つ 、 折 り 曲 げ 状 態 に お い て 、 蓋 体 ２ ６ ０ は 、 逆 Ｖ 字 状 、 す な わ  
ち 、 上 方 に 山 折 り 状 （ 凸 状 ） に 折 り 曲 げ ら れ 、 そ の 各 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ が 、 対 応 す る 各 内 ケ  
ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ か ら 斜 め 上 方 に 向 か い 、 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ で 相 互 に 連 結 さ れ た 状  
態 で あ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 、 両 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ の 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ と は 反 対  
側 の 両 縁 部 が 最 大 限 離 隔 し た 状 態 で 平 板 状 態 と な り 、 当 該 両 縁 部 が 接 近 す る こ と に よ っ て  
折 り 曲 げ 状 態 に 変 相 す る 。
　 こ う し て 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ９ Ａ ） の 際 に は 、 蓋 体  
２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 平 板 状 態 と な り 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ が 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー  
ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） の 際 に は 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 折 り 曲 げ 状 態  
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と な る の で あ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 各 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ の 相 互 に 対 向 す る 部 分 の 近 傍 に は 、 磁 石 ２ ６ ３ ａ ， ２ ６ ３ ｂ が 内 蔵 さ  
れ て い て も よ い 。 そ の 際 、 磁 石 ２ ６ ３ ａ ， ２ ６ ３ ｂ の う ち の 相 互 に 対 向 す る 側 の 部 分 は 、  
異 な る 極 と さ れ る （ 一 方 が Ｎ 極 で 、 他 方 が Ｓ 極 で あ る ） 。
　 こ の 場 合 は 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 、 容 易 に 平 板 状 態 に 維 持 さ れ 得 る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 次 に 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 使 用 方 法 及 び 作 用 効 果 に つ い て 、 図 ８ Ａ ， 図 １ １ Ａ ～ 図 １  
１ Ｃ に 基 づ い て 説 明 す る 。 以 下 に お い て も 、 実 施 例 １ と 異 な る 点 を 中 心 に 説 明 し 、 実 施 例  
１ と 同 様 の 点 に つ い て は 基 本 的 に 説 明 を 省 略 す る 。
　 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 物 品 を 収 容 す る 際 に は 基 本 状 態 （ 図 ８ Ａ ） に さ れ る と と も に 、  
物 品 を 収 容 し な い 際 に は 折 り 畳 み 状 態 （ 図 １ １ Ｃ ） と さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 さ せ る に は 、 次 の よ う に さ れ る 。
　 ま ず 、 基 本 状 態 に お い て 、 図 １ １ Ａ に 示 す よ う に 、 各 折 り 畳 み 補 助 部 ５ ０ を 外 ケ ー ス 第  
２ 側 部 ３ ６ か ら 取 り 外 し て 、 ほ ぼ 水 平 状 態 に さ せ る 。
　 そ の 際 、 実 施 例 １ と は 異 な り 、 蓋 体 ２ ６ ０ に つ い て は 何 も 操 作 を せ ず 、 両 縁 結 合 状 態 の  
ま ま に 維 持 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 次 に 、 図 １ １ Ａ → 図 １ １ Ｂ → 図 １ １ Ｃ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ 及 び 内 ケ ー ス 体 １  
０ を 操 作 し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス を 基 本 状 態 （ 図 １ １ Ａ ） か ら 折 り 畳 み 状 態 （ 図 １ １ Ｃ  
） に 変 相 さ せ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 １ １ Ａ → 図 １ １ Ｂ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 両 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ の 幅 方 向  
（ こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 奥 行 方 向 ） に お け る 中 央 部 分 が 相 互 に 若 干 接 近 す る よ う に 両 者 を  
内 方 に 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 図 ９ Ａ ） の 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の  
第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線 １ ５ が 相 互 に 若 干 接 近 す る よ う に 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ （ そ の  
幅 方 向 に お け る 中 央 部 分 ） を 内 方 に 押 圧 す る （ 両 外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 ３ ６ を 介 し て 押 圧 す る  
） 。
　 こ う し て 、 図 ９ Ａ → 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 基 本 状 態 （ 内 ケ ー ス 基 本 状  
態 ） （ 図 ９ Ａ ） か ら 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） に 向 け て 若 干 変 相  
し つ つ 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 基 本 状 態 （ 外 ケ ー ス 基 本 状 態 ） （ 図 ９ Ａ ） か ら 略 折 り 畳 み 状 態  
（ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） に 向 け て 若 干 変 相 す る 。
　 す な わ ち 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ の 一 対 の 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 板 部 離  
隔 状 態 ） （ 図 ９ Ａ ） か ら 近 接 状 態 （ 第 １ 側 壁 部 近 接 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） に 向 け て 若 干 変 相 し  
つ つ 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 一 対 の 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４ が 離 隔 状 態 （ 第 １ 側 部 離 隔 状 態 ） （  
図 ９ Ａ ） か ら 相 互 に 若 干 近 接 し て い く 。
　 こ れ に 伴 っ て 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 、 平 板 状 態 （ 図 ９ Ａ ） か ら 折 り 曲 げ 状  
態 （ 図 ９ Ｃ ） に 向 け て 若 干 変 相 す る 。
　 す な わ ち 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ が 上 方 に 変 位 し つ つ 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の  
本 体 部 ６ １ ） が 逆 Ｖ 字 状 に 、 す な わ ち 、 上 方 に 山 折 り 状 （ 凸 状 ） に 若 干 折 り 曲 げ ら れ て い  
く 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 図 １ １ Ｂ → 図 １ １ Ｃ に 示 す よ う に 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ の 両 外 ケ ー ス 第 １ 側 部 ３ ４  
が 相 互 に 接 近 す る よ う に 両 者 を 内 方 に 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ （ 図 ９ Ｂ ）  
の 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ が 相 互 に 接 近 す る よ う に 両 者 を 内 方 に 押 圧 す る 。
　 こ う し て 、 内 ケ ー ス 体 １ ０ が 折 り 畳 み 状 態 （ 内 ケ ー ス 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） に 変 相  
し つ つ 、 外 ケ ー ス 体 ３ ０ も 略 折 り 畳 み 状 態 （ 外 ケ ー ス 略 折 り 畳 み 状 態 ） （ 図 ９ Ｃ ） に 変 相  
す る 。
　 こ れ に 伴 っ て 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 、 折 り 曲 げ 状 態 （ 図 ９ Ｃ ） に 変 相 す る  
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。
　 す な わ ち 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ２ ６ １ が さ ら に 上 方 に 変 位 し つ つ 、 蓋 体 ２ ６ ０  
（ そ の 本 体 部 ６ １ ） が 最 大 限 に 逆 Ｖ 字 状 に 、 す な わ ち 、 最 大 限 に 上 方 に 山 折 り 状 （ 凸 状 ）  
に 折 り 曲 げ ら れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 、 基 本 状 態 （ 図 １ １ Ａ ） か ら 折 り 畳 み 状 態 （  
図 １ １ Ｃ ） に 容 易 に 変 相 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ま た 、 上 述 の 逆 の 操 作 を 行 う こ と に よ っ て 、 折 り 畳 み 状 態 （ 図 １ １ Ｃ ） か ら 基 本 状 態 （  
図 １ １ Ａ ） に 容 易 に 変 相 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で 、 蓋 体 ２ ６ ０ が 両 縁 結 合 状 態 の ま ま で 基 本 状  
態 と 折 り 畳 み 状 態 と の 間 を 変 相 さ せ る こ と が 可 能 で あ る た め 、 実 施 例 １ よ り も さ ら に 容 易  
に 、 基 本 状 態 か ら 折 り 畳 み 状 態 に 変 相 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 そ の 逆 に 、 折 り 畳 み  
状 態 か ら 基 本 状 態 に 変 相 さ せ る こ と が で き る の で あ る 。
　 す な わ ち 、 実 施 例 １ で は 、 基 本 状 態 の 際 は 図 １ Ａ 及 び 図 ５ Ａ （ １ ） に 示 す よ う に 両 縁 結  
合 状 態 で あ る が 、 そ れ 以 外 の 状 態 で は 、 図 ５ Ａ （ ２ ） ～ 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 片 縁 結 合 状  
態 に し て 反 転 位 置 に 位 置 づ け る 必 要 が あ る が 、 そ の よ う な 手 間 が 省 け る の で あ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ で は 、 図 ５ Ｃ に 示 す よ う に 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て 、 前 述 の よ う に 蓋 体  
２ ６ ０ が 反 転 位 置 に 位 置 し 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） の 内 側 の 面 が （ 基 本 状 態 に お  
け る 内 側 の 面 ） が 外 側 に 露 出 す る の で あ る が 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 図 １ １ に 示 す よ  
う に 、 そ の よ う な こ と が な く 、 そ の 点 で も 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス は 優 れ て い る 。
　 す な わ ち 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） の 内 側 の 面 は 、 内 部 に 収 容 さ れ る 物 品 に 対 向  
す る の で あ る が 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て 外 部 に 露 出 し て い る と 、 そ の 際 に 汚 れ る 場 合 も あ  
り 得 る 。 そ の 場 合 は 、 次 に 物 品 を 収 容 す る 際 に 、 そ の 物 品 が 汚 れ る と い う お そ れ も あ る 。
　 し か し な が ら 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス で は 、 折 り 畳 み 状 態 に お い て も 、 蓋 体 ２ ６ ０ （ そ の  
本 体 部 ６ １ ） の 内 側 の 面 が （ 基 本 状 態 に お け る 内 側 の 面 ） が 実 施 例 １ の よ う に は 外 側 に 露  
出 し な い た め 、 当 該 内 側 の 面 が 汚 れ る こ と が 防 止 さ れ 、 内 部 に 収 容 さ れ る 物 品 が 汚 れ る こ  
と が 防 止 さ れ る の で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
［ 実 施 例 ３ ］
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ で あ る 物 品 収 容 ケ ー ス に つ い て 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 基 づ い て  
説 明 す る 。
　 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 ２ の 変 形 例 で あ っ て 、 実 施 例 ２ と の 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 蓋 体 ３ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 一 対 の 蓋 体 折 り 曲 げ 線 ３ ６ １ に 沿 っ て ３ 分 割 さ れ て お り 、  
一 対 の メ イ ン 分 割 蓋 体 ３ ６ ２ （ 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 ） 及 び １ つ の サ ブ 分 割 蓋 体 ３ ６ ３ （ 中 央  
側 分 割 蓋 体 ） を 有 し て い る 。
　 各 メ イ ン 分 割 蓋 体 ３ ６ ２ （ 第 １ 辺 側 分 割 蓋 体 ） は 、 蓋 体 ３ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 長 辺 （ 蓋  
体 第 １ 辺 ） を 含 む も の で あ り 、 サ ブ 分 割 蓋 体 ３ ６ ３ は 、 両 メ イ ン 分 割 蓋 体 ３ ６ ２ の 間 に 位  
置 し 、 蓋 体 ３ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 中 央 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 蓋 体 ３ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） の 平 板 状 態 は 、 実 施 例 ２ と 同 様 に 、 全 体 で 一 平 板 状 を な  
す 状 態 で あ る 。
　 蓋 体 ３ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） の 折 り 曲 げ 状 態 （ 両 縁 結 合 状 態 に お け る 折 り 曲 げ 状 態 ）  
は 、 メ イ ン 分 割 蓋 体 ３ ６ ２ が 鉛 直 上 方 に 延 び 、 サ ブ 分 割 蓋 体 ３ ６ ３ が そ の 上 方 に お い て 水  
平 に な る 状 態 で あ る 。 こ う し て 、 蓋 体 ３ ６ ０ （ そ の 本 体 部 ６ １ ） は 上 方 に 凸 状 に 折 り 曲 げ  
ら れ た 状 態 と な る の で あ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
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［ 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ の 変 形 例 ］
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ の 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 両 内 ケ  
ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 下 端 面 の 下 側 に 位 置 し て い る 一 方 で 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の  
内 側 に 位 置 し 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 下 面 と 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ 下 端 面 と が 面 一 状  
で あ る 。
　 し か し な が ら 、 こ の 態 様 に 限 ら ず 、 以 下 の 態 様 も あ り 得 る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 実 施 例 ２ 及 び ３ に お け る 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ （ 図 ９ Ａ ） と 同 様 に （ 但 し 、 上 下 反 転  
さ せ る ） 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 下 端 面 、 及 び 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 下 端  
面 が 面 一 状 で あ り 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ （ そ の 縁 部 ） は 、 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ 及 び 内  
ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ４ の 下 端 面 に よ っ て 形 成 さ れ た 所 定 の 幅 を 有 す る 四 角 枠 の 外 周 縁 に 対  
応 し て い て も よ い 。
　 す な わ ち 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４  
の 下 端 面 、 及 び 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 下 端 面 の 下 側 に 位 置 し て い て も よ い 。
　 そ の 場 合 は 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 、 そ の 長 辺 の 端 面 の 上 縁 部 に お い て 、 内 ケ ー ス 第 １  
側 板 部 １ ４ の 下 端 面 の 外 縁 部 に 対 し て 揺 動 （ 回 動 ） す る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 折 り 畳 み 状 態 に お い て 。 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ は 底 板 部  
折 り 曲 げ 状 態 に な り 、 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ の 一 対 の 分 割 底 板 部 １ ６ は 、 下 方 に 凸 状 に な り  
、 Ｖ 字 状 に 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
［ 実 施 例 ２ ・ 実 施 例 ３ の 変 形 例 ］
　 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ （ そ の 縁 部 ） は 、 内 ケ ー ス 体  
１ ０ の 上 端 面 に よ っ て 形 成 さ れ た 所 定 の 幅 を 有 す る 四 角 枠 の 外 周 縁 に 対 応 し て い る 。 す な  
わ ち 、 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 上 端 面 、 及 び 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 上 端 面 の  
上 側 に 位 置 し て い る 。 実 施 例 ３ の 蓋 体 ３ ６ ０ に お い て も 同 様 で あ る 。
　 し か し な が ら 、 こ の 態 様 に 限 ら ず 、 以 下 の 態 様 も あ り 得 る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 実 施 例 １ ～ ３ に お け る 内 ケ ー ス 底 板 部 １ ２ （ 図 ２ Ａ ， 図 ９ Ａ ） と 同 様 に （ 但 し 、 上 下 反  
転 さ せ る ） 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 上 端 面 が 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ の 肉 厚 に 対 応  
す る 長 さ だ け 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 上 端 面 よ り も 低 く 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は  
、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部 １ ６ の 上 端 面 の 上 側 に 位 置 し て い る 一 方 で 、 両 内 ケ ー ス 第 ２ 側 板  
部 １ ６ の 内 側 に 位 置 し 、 本 体 部 ６ １ の 上 面 と 両 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 上 端 面 と が 面 一  
状 で あ る 。
　 そ の 場 合 は 、 蓋 体 ２ ６ ０ ， ３ ６ ０ の 本 体 部 ６ １ は 、 そ の 長 辺 の 端 面 の 上 縁 部 に お い て 、  
内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４ の 上 端 面 の 内 縁 部 に 対 し て 揺 動 （ 回 動 ） す る 。 な お 、 蓋 体 ２ ６ ０  
， ３ ６ ０ の 被 取 付 片 ６ ２ 及 び 折 り 曲 げ 片 ６ ５ の 各 々 自 身 の 幅 は 、 内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部 １ ４  
の 肉 厚 に 対 応 し て 、 そ の 分 だ け 長 い も の と さ れ る 。
　 こ う し て 、 こ の 物 品 収 容 ケ ー ス の 折 り 畳 み 状 態 に お い て 、 蓋 体 は 蓋 体 折 り 畳 み 状 態 に な  
り 、 蓋 体 ２ ６ ０ の 一 対 の 分 割 蓋 体 ２ ６ ２ は 、 相 互 に 重 な っ て 上 方 に 鉛 直 に 延 び る こ と と な  
る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　  な お 、 上 記 の も の は あ く ま で 本 発 明 の 数 例 の 実 施 例 に す ぎ ず 、 当 業 者 の 知 識 に 基 づ い  
て 種 々 の 変 更 を 加 え た 態 様 で 本 発 明 を 実 施 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ ７ 】
　 １ ０   内 ケ ー ス 体
　 １ １   底 板 部 折 り 曲 げ 線
　 １ ２   内 ケ ー ス 底 板 部
　 １ ３   分 割 底 板 部
　 １ ４   内 ケ ー ス 第 １ 側 板 部
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　 １ ５   第 ２ 側 板 部 折 り 曲 げ 線
　 １ ６   内 ケ ー ス 第 ２ 側 板 部
　 １ ７   分 割 側 板 部
　 ３ ０   外 ケ ー ス 体
　 ３ １   外 ケ ー ス 底 部 用 シ ー ト
　 ３ ２   外 ケ ー ス 底 部
　 ３ ４   外 ケ ー ス 第 １ 側 部
　 ３ ５   外 ケ ー ス 第 ２ 側 部 用 シ ー ト
　 ３ ６   外 ケ ー ス 第 ２ 側 部
　 ５ ０   折 り 畳 み 補 助 部
　 ５ ２   底 部 側 補 助 部 形 成 部
　 ５ ５   縫 い 付 け 結 合 部 （ 結 合 部 ）
　 ５ ６   第 ２ 側 部 側 補 助 部 形 成 部
　 ９ ０   結 合 用 ベ ル ト （ ベ ル ト ）
　 ２ ６ ０ ， ３ ６ ０   蓋 体
　 ２ ６ １ ， ３ ６ １   蓋 体 折 り 曲 げ 線
　 ２ ６ ２   分 割 蓋 体
　 ３ ６ ２   メ イ ン 分 割 蓋 体 （ 分 割 蓋 体 ） ， ３ ６ ３   サ ブ 分 割 蓋 体 （ 分 割 蓋 体 ）
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ５ Ｃ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】
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【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】

【 図 ９ Ｃ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ Ａ 】 【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ １ Ｃ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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